
 

 

 

 

 

 

美浜町まちづくりアンケート 

調査結果報告書 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

美 浜 町 

 



 

 

目次 

１．調査概要 ________________________________________________________________________ 1 

２．調査結果 ________________________________________________________________________ 2 

１．回答者属性 ..................................................................... 2 

（１）回答方法 ................................................................... 2 

（２）性別....................................................................... 2 

（３）年代....................................................................... 3 

（４）居住地区 ................................................................... 3 

（５）職業....................................................................... 5 

（６）通勤（就業）先、通学先 ..................................................... 6 

（７）同居者 ..................................................................... 6 

（８）居住年数 ................................................................... 7 

（９）住み始めた時期 ............................................................. 7 

（10）移住・転入について ......................................................... 8 

２．お住まいの地区の生活環境について .............................................. 11 

（１）美浜町の生活環境について .................................................. 11 

（２）地区や美浜町への愛着について .............................................. 31 

（３）美浜町に住んでよかったと思うか ............................................ 37 

（４）現在、幸福だと思うか ...................................................... 38 

（５）これからも美浜町に住み続けたいか .......................................... 39 

（６）住み続けたい理由 .......................................................... 40 

（７）転居したい理由 ............................................................ 41 

３．地域の防災力について .......................................................... 42 

（１）災害時の近所同士での助け合い .............................................. 42 

（２）大災害時の避難先 .......................................................... 43 

（３）今後特に重要だと思われる地震・津波対策 .................................... 44 

４．まちづくりに対する意識について ................................................ 45 

（１）地域活動への参加状況 ...................................................... 45 

（２）地区のまちづくりについて .................................................. 50 

５．子育て支援のあり方について .................................................... 58 

（１）子育ての環境や支援への満足度 .............................................. 58 

（２）子どもを安心して育てていくために、今後、特に重要なこと .................... 59 

  



 

 

６．男女共同参画社会について ...................................................... 60 

（１）「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について ................... 60 

（２）男女の地位の平等について .................................................. 61 

（３）男女共同参画社会に関する言葉の認知度 ...................................... 65 

７．高齢化社会に対する認識や対応すべき課題について ................................ 69 

（１）高齢者になった時（なる時）、特に不安に感じること ........................... 69 

（２）これからの高齢者対策として、特に重要と思う分野 ............................ 70 

８．観光振興の方策について ........................................................ 71 

（１）観光振興について .......................................................... 71 

９．美浜町が運行している巡回バスの利用について .................................... 72 

（１）巡回ミニバスの利用状況 .................................................... 72 

（２）巡回ミニバスを利用していない理由 .......................................... 73 

（３）巡回ミニバスの利用目的 .................................................... 74 

10．生涯学習活動について .......................................................... 75 

（１）生涯学習の振興について .................................................... 75 

11．これからの美浜町のまちづくりについて .......................................... 77 

（１）人口減少時代の美浜町について .............................................. 77 

（２）人口減少に対して、特に重要だと思う対策 .................................... 78 

（３）美浜町のこれからの町の姿として、ふさわしいイメージ ........................ 80 

（４）自由記述 .................................................................. 83 

 

資料 

 



 

1 

１．調査概要  

調査目的 
「第 6次美浜町総合計画」の策定にあたり、町民の生活環境に対する評価や、ま

ちづくりに関する考えを把握することを目的として実施した。 

調査対象 
町内在住の 3,000人 

（令和 5年 11月 1日時点の町内在住の 18歳以上の方々から、 

年齢と学区による層化無作為抽出により調査対象を選定） 

調査方法 郵便による配布・回収、WEBアンケートによる回答 

調査期間 令和 5(2023)年 11月 23日～12月 14日 

回収状況 有効回答数 1,053件（有効回答率 35.1%） 

回答者の 

性・年代 

性別： 男性 45.7%、女性 52.3%、回答しない 1.8%、不明・無回答 0.2% 

年代： 10歳代 3.7%、20歳代 19.8%、30歳代 22.4%、40歳代 17.0%、 

50歳代 16.4%、60歳代 14.2%、70歳以上 6.1%、不明・無回答 0.4% 

※ 集計結果において、「20 歳代以下」と表記しているものは 10 歳代と

20歳代の合計である。 

 

【調査結果について】 

※ アンケート調査結果における各設問の n（number of casesの略）は、設問に対する有効回答者

数を意味します。 

※ 各選択肢の構成比（%）は小数第 2位以下を四捨五入しています。このため、択一式の回答につ

いては構成比の合計が 100%にならない場合があります。また、複数回答が可能な設問の場合、

選択肢の構成比の合計が 100%を超える場合があります。 

※ グラフ中の数字は、特に断り書きのない限り、すべて構成比を意味し、単位は%です。 

※ 性別、年代別、居住地区別、定住意向別の比較は、統計的検定により有意差が認められた場合

のみコメントを記載しています。グラフ上で差があるように見えても、検定による有意差があ

るとは言えない場合はコメントを記載していません。 

※ 表については、網掛け・太字は項目ごとの第 1位、網掛けのみは項目ごとの第 2位を示してい

ます。 
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２．調査結果  

１．回答者属性 

（１）回答方法 

・ 「郵送」が 69.5%、「Web」が 30.5%となっています。 

 

 

 

（２）性別 

問 1 あなたの性別をお答えください。 

・ 「男性」が 45.7%、「女性」が 52.3%となっています。 

 
  

69.5 30.5

0 20 40 60 80 100

今回調査（R5）

（n=1,053）

(%)

回答方法（単数回答）

郵送 Web d

45.7 52.3

1.8

0.2

0 20 40 60 80 100

(%)
性別（n=1,053、単数回答）

男性 女性 回答しない 不明・無回答
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（３）年代 

問 2 あなたの年齢は？（令和 5 年 11 月 1 日現在の満年齢） 

・ 「30歳代」が最も多く 22.4%、次いで「20歳代」が 19.8%、「40歳代」が 17.0%などとなってい

ます。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 

 

（４）居住地区 

問 3 あなたのお住まいの地区は？ 地区がわからない方は、住所をご記入ください 

・ 「河和」が最も多く 37.8%、次いで「奥田」が 16.0%、「野間」が 12.8%などとなっています。 

 

3.7

19.8 22.4 17.0 16.4 14.2 6.1 0.4

0 20 40 60 80 100

(%)

年代（n=1,053、単数回答）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答

2.3

5.1

20.2

19.2

21.4

23.0

16.2

18.0

17.0

16.0

15.6

13.2

7.1

5.4

0.2

0.0

0 20 40 60 80 100

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)

年代（単数回答）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答

10.3 37.8 7.5 12.8 16.0 10.5

4.6

0.5

0 20 40 60 80 100

(%)

居住地区（n=1,053、単数回答）

布土 河和 河和南部 野間 奥田

上野間 わからない 不明・無回答
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（５）職業 

問 4 あなたのご職業は？ 

・ 「会社員・公務員（技術系）」が最も多く 16.2%、次いで「会社員・公務員（事務系）」が 15.6%、

「無職」が 12.1%などとなっています。 

 
  

2.9

15.6

16.2

9.9

5.5

1.6

7.1

8.5

7.7

12.1

12.4

0.4

0 10 20 30 40

農業・漁業

会社員・公務員（事務系）

会社員・公務員（技術系）

会社員・公務員（労務系）

自営業（商業・サービス業）

自営業（製造業）

専門職・教員等

家事専念

学生

無職

その他

無回答

(%)

職業（n=1,053、単数回答）
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（６）通勤（就業）先、通学先 

問 5 問 4で「8.家事専念、10.無職」以外の方にお尋ねします。 

通勤（就業）先、通学先はどちらですか？ 

・ 「自宅以外の美浜町内」が最も多く 25.4%、次いで「半田市・東海市・大府市・知多市・阿久比

町・東浦町」が 17.7%、「名古屋市」が 10.6%などとなっています。 

 
（７）同居者 

問 6 あなたのお宅にどのような方が同居されていますか？該当する番号すべてに○印をつけて

ください。 

・ 「その他の同居人」が最も多く 59.3%、次いで「65歳～74歳の高齢者」が 22.0%、「75歳以上の

高齢者」が 19.0%などとなっています。 

 
  

6.9

25.4

6.5

7.1

7.3

17.7

10.6

5.0

1.9

11.7

0 10 20 30 40

自宅

自宅以外の美浜町内

常滑市

南知多町

武豊町

半田市・東海市・大府市・知多市・

阿久比町・東浦町

名古屋市

愛知県内のその他の市町村

愛知県外

無回答

(%)

通勤（就業）先、通学先（n=1,053、単数回答）

12.5

15.1

8.0

7.9

8.1

22.0

19.0

59.3

7.5

3.4

0 20 40 60 80

未就学児

小学生

中学生

高校生

大学・大学院生

65歳～74歳の高齢者

75歳以上の高齢者

その他の同居人

一人世帯（同居人はいない）

無回答

(%)

同居者（n=1,053、複数回答）
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（８）居住年数 

問 7 あなたの現在お住まいの地区での居住年数は？ 

・ 「30年以上」が最も多く 32.8%、次いで「20年～30年未満」が 23.1%、「10年～20年未満」が

17.1%などとなっています。 

 

 

 

（９）住み始めた時期 

問 8 あなたは、いつから美浜町に住んでいますか？ 

・ 「生まれたときからずっと」が 36.4%、「美浜町に移り住んだ」が 45.3%、「美浜町で生まれたが、

一旦、町外に移り住み、その後、美浜町に戻った」が 15.7%となっています。 

 

 

 
  

32.8 23.1 17.1 12.8 13.3 0.9

0 20 40 60 80 100

(%)

居住年数（n=1,053、単数回答）

30年以上 20年～30年未満 10年～20年未満 5年～10年未満

5年未満 不明・無回答

36.4 45.3 15.7 2.7

0 20 40 60 80 100

(%)
住み始めた時期（n=1,053、単数回答）

生まれたときからずっと

美浜町に移り住んだ

美浜町で生まれたが、一旦、町外に移り住み、その後、美浜町に戻った

不明・無回答
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（10）移住・転入について 

① 移住・転入したきっかけ 

問 9 問 8 で「2.美浜町に移り住んだ」、「3.美浜町に戻ってきた」と回答された方にお聞きします。 

（１）あなたが美浜町に移り住んだきっかけは何ですか？ 

・ 「結婚のため」が最も多く 30.2%、次いで「就職・就学・転勤・転職のため」が 21.5%、「親や

子どもと同居するため」が 15.9%などとなっています。 

・ 性別にみると、男性では「就職・就学・転勤・転職のため」が多く、女性では「結婚のため」

が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「就職・就学・転勤・転職のため」が、40歳代では「結婚の

ため」が、60 歳代では「親や子どもと同居するため」が、70 歳以上では「暮らしやすいから」

が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

 

  

21.5

31.5

13.9

38.2

26.6

11.3

17.5

19.0

7.9

13.6

20.6

13.9

27.1

28.9

25.7

30.2

17.7

39.6

7.8

32.3

45.2

28.3

29.0

42.1

39.0

32.0

36.1

20.0

29.9

28.4

15.9

16.5

15.3

20.6

10.8

16.1

12.5

24.0

13.2

13.6

14.2

25.0

18.8

15.5

16.2

9.3

10.0

9.0

10.8

12.7

4.0

6.7

9.0

18.4

10.2

11.5

2.8

8.2

8.2

8.1

20.9

21.9

19.9

20.6

17.1

21.0

29.2

19.0

15.8

23.7

20.2

13.9

23.5

15.5

18.9

2.2

2.3

2.2

2.0

0.6

2.4

5.8

0.0

2.6

0.0

1.6

8.3

2.4

2.1

2.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=642）

男性

（n=260）

女性

（n=366）

20歳代以下

（n=102）

30歳代

（n=158）

40歳代

（n=124）

50歳代

（n=120）

60歳代

（n=100）

70歳以上

（n=38）

布土

（n=59）

河和

（n=253）

河和南部

（n=36）

野間

（n=85）

奥田

（n=97）

上野間

（n=74）

(%)
移住・転入したきっかけ（単数回答）

就職・就学・転勤・転職のため 結婚のため

親や子どもと同居するため 暮らしやすいから

その他 不明・無回答
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② 美浜町を選んだ理由 

問 9 問 8 で「2.美浜町に移り住んだ」、「3.美浜町に戻ってきた」と回答された方にお聞きします。 

（２）あなたがお住まいとして美浜町を選んだ理由は何ですか？ 

・ 「先祖伝来の土地や家があるから」が最も多く 28.2%、次いで「住宅の価格・賃料が手頃であっ

たから」が 16.0%、「親戚や友人がいるから」が 13.1%などとなっています。 

   

16.0

5.0

10.7

28.2

13.1

4.0

1.7

0.0

0.3

18.5

2.3

0 10 20 30 40 50

住宅の価格・賃料が手頃であったから

豊かな自然環境が残されているから

仕事場に近いから（農業の場合を含む）

先祖伝来の土地や家があるから

親戚や友人がいるから

生活に便利だから

子どもを育てるのに適しているから

生涯学習が充実しているから

コミュニティ活動が充実しているから

その他

無回答

(%)

美浜町を選んだ理由（n=642、複数回答）
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【属性間クロス】 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「親戚や友人がいるから」「生涯学習が充実しているから」

が、30 歳代では「仕事場に近いから（農業の場合を含む）」が、40 歳代では「子どもを育てる

のに適しているから」「コミュニティ活動が充実しているから」が、60歳代では「先祖伝来の土

地や家があるから」「生涯学習が充実しているから」が、70歳以上では「豊かな自然環境が残さ

れているから」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別にみると、布土では「豊かな自然環境が残されているから」「生涯学習が充実してい

るから」が、河和では「仕事場に近いから（農業の場合を含む）」「生活に便利だから」が、野

間では「生涯学習が充実しているから」が、奥田では「先祖伝来の土地や家があるから」が、

上野間では「生涯学習が充実しているから」が他の地区と比べて多くなっています。 
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が
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を
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友
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ら

そ

の

他

不

明

・

無

回

答

全体 642 16.0 5.0 10.7 28.2 13.1 4.0 1.7 0.0 0.3 18.5 2.3

男性 260 18.5 5.8 11.5 27.3 11.5 4.2 1.9 0.0 0.8 15.4 3.1

女性 366 14.2 4.6 9.6 29.5 14.2 4.1 1.6 0.0 0.0 20.2 1.9

20歳代以下 102 14.7 2.9 11.8 19.6 21.6 5.9 0.0 0.0 0.0 21.6 19.6

30歳代 158 16.5 4.4 17.1 23.4 15.8 4.4 2.5 0.0 0.0 14.6 12.7

40歳代 124 12.9 3.2 8.1 25.8 16.9 2.4 4.0 0.0 1.6 21.8 16.1

50歳代 120 17.5 7.5 9.2 29.2 7.5 2.5 0.8 0.0 0.0 22.5 16.7

60歳代 100 19.0 4.0 6.0 42.0 5.0 6.0 0.0 0.0 0.0 16.0 20.0

70歳以上 38 15.8 13.2 7.9 39.5 5.3 2.6 2.6 0.0 0.0 10.5 52.6

布土 59 11.9 13.6 6.8 40.7 8.5 0.0 0.0 0.0 0.0 16.9 1.7

河和 253 15.8 3.6 14.6 18.6 15.0 7.1 1.2 0.0 0.0 22.1 2.0

河和南部 36 22.2 0.0 2.8 41.7 5.6 5.6 2.8 0.0 0.0 13.9 5.6

野間 85 10.6 2.4 10.6 42.4 15.3 1.2 1.2 0.0 1.2 12.9 2.4

奥田 97 16.5 1.0 9.3 38.1 8.2 4.1 1.0 0.0 0.0 19.6 2.1

上野間 74 20.3 6.8 8.1 27.0 18.9 0.0 2.7 0.0 1.4 13.5 4.0
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２．お住まいの地区の生活環境について 

（１）美浜町の生活環境について 

問 10 あなたは美浜町の生活環境に対してどのような印象をお持ちですか？ 各項目について、現

状の満足度および、これからの施策の重要度について、それぞれ 5 段階評価で点数をお答え

ください。 

① 現状の満足度 

Ａ 自然環境と快適性 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）について、「⑤町の静けさ」が最も多く 62.7%、

次いで「①空気のきれいさ」が 55.7%、「⑥生き物とふれあえる自然豊かな場所」が 52.0%など

となっています。 

・ 『不満』（「少し不満」「かなり不満」の合計）について、「②近くにある川や池の水のきれいさ」

が最も多く 35.0%、次いで「④町のきれいさ」が 31.0%、「③伊勢湾や三河湾のきれいさ」が 30.4%

などとなっています。 

・ 「⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性」について、『満足』が 52.5%、『不満』が 18.6%

となっています。 

・ 加重平均をみると、「⑤町の静けさ」が最も多く 0.59、次いで「⑥生き物とふれあえる自然豊か

な場所」が 0.56、「①空気のきれいさ」が 0.38などとなっています。「⑧総合的に見た、自分の

地区の自然や快適性」は 0.36となっています。 

 

 
※ 加重平均について、「非常に満足」を 2 点、「ある程度満足」を 1 点、「どちらともいえない」を 0 点、「少し不

満」を-1 点、「不満」を-2 点の評点による重みを与えてその平均を算出しています。 

 
  

12.3

1.7

2.8

4.2

15.8

13.6

6.6

7.2

43.4

22.7

25.6

32.9

46.9

38.4

36.9

45.3

19.2

39.0

39.7

30.6

19.9

38.7

40.6

27.5

16.6

25.6

22.1

23.7

12.0

5.2

10.3

13.2

7.1

9.4

8.3

7.3

4.1

2.6

4.2

5.4

1.4

1.5

1.5

1.3

1.3

1.5

1.4

1.3

0 20 40 60 80 100

①空気のきれいさ

②近くにある川や池の水のきれいさ

③伊勢湾や三河湾のきれいさ

④町のきれいさ

⑤町の静けさ

⑥生き物とふれあえる

自然豊かな場所

⑦まちなみとまわりの景観との調和

⑧総合的に見た、

自分の地区の自然や快適性

(%)

A 自然環境と快適性（n=1,053、単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答

0.38

-0.19

-0.08

0.03

0.59

0.56

0.32

0.36

-1 -0.5 0 0.5 1

加重平均
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■ ⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に満足」「ある程度満足」が、「当

分住み続けたい」では「ある程度満足」が多くなっています。一方、「できれば転出したい」で

は「どちらともいえない」「少し不満」「かなり不満」が、「住みにくいので近々転出する予定」

では「かなり不満」が多くなっています。 

 
  

7.2

7.3

7.4

8.5

5.9

10.6

7.5

4.0

4.7

9.3

4.0

11.4

8.1

10.1

7.2

45.3

44.9

46.8

43.1

48.3

40.2

46.2

42.7

62.5

45.4

47.2

36.7

53.3

42.0

45.0

27.5

28.9

26.5

26.6

27.5

31.3

28.3

28.7

15.6

26.9

29.9

30.4

18.5

26.6

27.9

13.2

12.1

13.2

14.5

11.4

14.0

10.4

17.3

10.9

11.1

12.6

19.0

11.9

15.4

10.8

5.4

5.8

4.7

6.9

6.8

3.4

6.4

4.0

1.6

7.4

4.8

1.3

6.7

5.3

8.1

1.3

1.0

1.3

0.4

0.0

0.6

1.2

3.3

4.7

0.0

1.5

1.3

1.5

0.6

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない

少し不満 かなり不満 不明・無回答

11.6

3.4

3.9

10.5

7.4

52.2

51.7

22.3

15.8

53.7

22.0

30.5

36.4

21.1

20.4

10.7

11.2

19.9

26.3

13.0

1.6

1.9

17.0

26.3

5.6

1.9

1.2

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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Ｂ 利便性 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）について、「①食料品などの日用品の買い物」

が最も多く 48.0%、次いで「⑤病院や医院など医療施設」が 46.9%、「④生活道路の状況」が 39.3%

などとなっています。 

・ 『不満』（「少し不満」「かなり不満」の合計）について、「②家具や電化製品等の買い物」が最

も多く 67.2%、次いで「③バスや電車などの交通の便」が 59.0%、「④生活道路の状況」が 36.3%

などとなっています。 

・ 「⑨総合的に見た、自分の地区の利便性」について、『満足』が 30.7%、『不満』が 37.9%となっ

ています。 

・ 加重平均をみると、「⑤病院や医院など医療施設」が最も多く 0.13、次いで「①食料品などの日

用品の買い物」が 0.09、「⑥公民館など気軽に利用できる公共施設」が 0.08などとなっていま

す。「⑨総合的に見た、自分の地区の利便性」は-0.18となっています。 

 
  

8.3

1.6

3.1

4.3

6.2

3.4

2.0

5.4

2.2

39.7

10.0

17.9

35.0

40.7

23.2

19.8

21.9

28.5

16.2

19.8

18.6

23.3

21.8

55.1

50.6

42.7

30.2

21.3

36.5

27.0

23.8

19.8

12.2

17.9

18.2

25.1

13.1

30.7

32.0

12.5

10.4

5.0

8.2

10.3

12.8

1.4

1.4

1.3

1.0

1.0

1.1

1.4

1.4

1.2

0 20 40 60 80 100

①食料品などの日用品の買い物

②家具や電化製品等の買い物

③バスや電車などの交通の便

④生活道路の状況

⑤病院や医院など医療施設

⑥公民館など

気軽に利用できる公共施設

⑦スポーツ等が

気軽に親しめる施設や機会

⑧公園の利用のしやすさ

⑨総合的に見た、

自分の地区の利便性

(%)
B 利便性（単数回答，n=1,053）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答

0.09

-0.86

-0.68

-0.05

0.13

0.08

-0.11

-0.06

-0.18

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5

加重平均
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■ ⑨総合的に見た、自分の地区の利便性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

・ 居住地区別にみると、河和では「ある程度満足」が他の地区と比べて多くなっています。一方、

布土では「かなり不満」が他の地区と比べて多くなっています。 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に満足」「ある程度満足」が多く

なっています。一方、「できれば転出したい」「住みにくいので近々転出する予定」では「かな

り不満」が、「仕事や学校の関係で転出する予定」では「少し不満」が多くなっています。 

   

2.2

1.9

2.4

2.8

3.0

2.2

1.2

1.3

1.6

2.8

3.0

2.5

2.2

0.6

1.8

28.5

31.8

26.1

27.8

30.1

24.0

28.3

26.0

43.8

19.4

34.7

27.8

23.0

23.7

31.5

30.2

31.6

29.6

27.4

28.8

35.8

32.9

32.0

20.3

28.7

31.4

30.4

28.1

33.7

23.4

25.1

21.4

27.8

27.0

24.2

22.3

23.7

30.0

20.3

26.9

20.6

27.8

33.3

24.9

24.3

12.8

12.3

12.7

14.9

13.1

15.1

12.7

8.0

7.8

22.2

8.8

8.9

12.6

16.0

18.0

1.2

1.0

1.5

0.0

0.8

0.6

1.2

2.7

6.3

0.0

1.5

2.5

0.7

1.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑨総合的に見た、自分の地区の利便性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない

少し不満 かなり不満 不明・無回答

3.7

0.9

1.0

0.0

3.7

36.9

29.9

9.7

10.5

31.5

29.9

34.6

29.1

10.5

20.4

21.6

24.9

29.1

21.1

37.0

6.0

9.0

30.6

57.9

7.4

1.9

0.6

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑨総合的に見た、自分の地区の利便性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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Ｃ 安全性 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）について、「①安全性（土砂くずれの危険性）」

が最も多く 41.8%、次いで「④安全性（工場での爆発や事故の危険性）」が 41.7%、「⑥子どもが

公園や広場で遊ぶ時の安全性」が 27.4%などとなっています。 

・ 『不満』（「少し不満」「かなり不満」の合計）について、「⑤夜間の一人歩きの安全性」が最も

多く 45.7%、次いで「②安全性（津波や高潮の危険性）」が 44.3%、「③安全性（道路での交通事

故）」が 34.1%などとなっています。 

・ 「⑦総合的に見た、自分の地区の安全性」について、『満足』が 34.8%、『不満』が 27.8%となっ

ています。 

・ 加重平均をみると、「④安全性（工場での爆発や事故の危険性）」が最も多く 0.36、次いで「①

安全性（土砂崩れの危険性）」が 0.26、「⑥子どもが公園や広場で遊ぶ時の安全性」が-0.04 な

どとなっています。「⑦総合的に見た、自分の地区の安全性」は 0.04となっています。 

 

 
  

11.4

6.9

3.6

10.1

4.4

3.8

3.3

30.4

17.5

21.8

31.6

19.1

23.6

31.5

35.4

30.0

39.2

45.2

29.7

44.3

36.2

15.5

24.9

23.6

7.4

27.8

18.5

21.4

6.0

19.4

10.5

4.5

17.9

8.3

6.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.1

1.4

1.2

0 20 40 60 80 100

①安全性

（土砂くずれの危険性）

②安全性

（津波や高潮の危険性）

③安全性

（道路での交通事故）

④安全性（工場での

爆発や事故の危険性）

⑤夜間の一人歩きの安全性

⑥子どもが公園や広場で

遊ぶ時の安全性

⑦総合的に見た、

自分の地区の安全性

(%)

C 安全性（単数回答，n=1,053）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答

0.26

-0.33

-0.16

0.36

-0.36

-0.04

0.04

-1 -0.5 0 0.5 1

加重平均
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■ ⑦総合的に見た、自分の地区の安全性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に満足」「ある程度満足」が多く

なっています。一方、「できれば転出したい」では「少し不満」「かなり不満」が、「住みにくい

ので近々転出する予定」では「かなり不満」が多くなっています。 

 
  

3.3

3.5

3.3

4.0

3.0

3.4

1.7

4.0

4.7

1.9

4.0

3.8

2.2

1.2

5.4

31.5

36.4

28.1

31.5

34.7

27.9

35.3

30.0

23.4

25.9

34.4

32.9

33.3

23.7

35.1

36.2

34.5

37.6

32.3

34.3

40.8

31.8

41.3

45.3

38.9

36.4

36.7

31.1

39.6

35.1

21.4

19.1

23.2

24.2

20.3

22.3

22.0

19.3

14.1

23.1

19.3

13.9

25.9

26.6

17.1

6.4

5.4

6.4

8.1

7.2

5.0

8.1

2.7

4.7

10.2

4.5

10.1

6.7

7.7

5.4

1.2

1.0

1.5

0.0

0.4

0.6

1.2

2.7

7.8

1.3

2.5

0.7

1.2

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑦総合的に見た、自分の地区の安全性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない

少し不満 かなり不満 不明・無回答

5.6

1.2

2.4

0.0

3.7

36.4

33.3

17.0

26.3

42.6

37.8

37.1

36.4

26.3

18.5

15.5

24.0

28.2

26.3

25.9

2.8

3.7

15.5

21.1

9.3

1.9

0.6

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑦総合的に見た、自分の地区の安全性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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Ｄ コミュニティや文化性 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）について、「①祭りや盆踊りなどの伝統的な

催し」が最も多く 41.9%、次いで「③神社やお寺など歴史を感じさせる場所」が 39.0%、「⑤近

所つきあい（助け合いなど）」が 34.5%などとなっています。 

・ 『不満』（「少し不満」「かなり不満」の合計）について、「④地区のシンボルとなる場所」が最

も多く 17.3%、次いで「⑦女性の地域づくりへの参加のしやすさ」が 14.4%、「②地区の活動へ

の住民の参加」が 13.5%などとなっています。 

・ 「⑧総合的に見た、自分の地区の文化性」について、『満足』が 23.0%、『不満』が 11.3%となっ

ています。 

・ 加重平均をみると、「③神社やお寺など歴史を感じさせる場所」が最も多く 0.37、次いで「①祭

りや盆踊りなどの伝統的な催し」が 0.35、「⑤近所づきあい（助け合いなど）」が 0.25などとな

っています。「⑧総合的に見た、自分の地区の文化性」は 0.11となっています。 

 

 

 
  

5.1

1.9

7.0

3.4

5.3

2.7

1.4

2.1

36.8

21.0

32.0

16.5

29.2

18.1

11.7
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64.6
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1.6

6.3

3.1

3.5

4.6

2.5

1.3

1.4

1.5

1.5

1.3

1.4

1.5

1.4

0 20 40 60 80 100

①祭りや盆踊りなどの

伝統的な催し

②地区の活動への住民の参加

③神社やお寺など

歴史を感じさせる場所

④地区のシンボルとなる場所

⑤近所つきあい（助け合いなど）

⑥町内のまとめ役となる

リーダー（の存在）

⑦女性の地域づくりへの

参加のしやすさ

⑧総合的に見た、

自分の地区の文化性

(%)

Ｄ コミュニティや文化性（単数回答，n=1,053）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答

0.35

0.08

0.37

0.00

0.25

0.07

-0.04

0.11

-1 -0.5 0 0.5 1

加重平均
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■ ⑧総合的に見た、自分の地区の文化性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に満足」「ある程度満足」が多く

なっています。一方、「当分住み続けたい」では「どちらともいえない」が、「できれば転出し

たい」では「少し不満」「かなり不満」が、「住みにくいので近々転出する予定」では「かなり

不満」が、「仕事や学校の関係で転出する予定」では「少し不満」が多くなっています。 

 
  

2.1

1.7

2.5

4.0

1.7

3.4

0.6

0.0

1.6

3.7

1.8

5.1

3.0

0.6

1.8

20.9

21.6

20.9

24.6

23.7

17.9

17.3

18.7

18.8

14.8

20.9

21.5

34.1

16.0

18.0

64.3

62.8

65.3

58.9

62.3

69.8

68.2

69.3

56.3

68.5

63.8

60.8

53.3

69.2

66.7

8.8

9.6

8.0

8.1

8.1

7.3

9.8

8.7

15.6

10.2

9.3

8.9

6.7

10.1

9.0

2.5

2.9

1.8

4.0

3.4

1.1

2.3

0.7

1.6

2.8

2.5

1.3

2.2

3.0

2.7

1.4

1.5

1.5

0.4

0.8

0.6

1.7

2.7

6.3

0.0

1.8

2.5

0.7

1.2

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の文化性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない

少し不満 かなり不満 不明・無回答

3.2

0.9

1.0

5.3

3.7

26.0

20.2

10.7

15.8

29.6

61.5

70.1

67.0

57.9

46.3

5.8

7.2

14.6

5.3

18.5

1.4

0.9

5.8

15.8

1.9

2.1

0.6

1.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の文化性（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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Ｅ 自然環境・快適性・利便性・安全性・文化性を総合した評価 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）が 42.3%、『不満』（「少し不満」「かなり不満」

の合計）が 23.8%などとなっています。 

・ 加重平均をみると、0.16となっています。 

 

 

 

 

【Ａ～Ｄの総合評価の比較】 

・ 『満足』（「非常に満足」「ある程度満足」の合計）について、「Ａ ⑧総合的に見た、自分の地

区の自然や快適性」が最も多く 52.5%、次いで「Ｃ ⑦総合的に見た、自分の地区の安全性」が

34.8%、「Ｂ ⑨総合的に見た、自分の地区の利便性」が 30.7%などとなっています。 

・ 『不満』（「少し不満」「かなり不満」の合計）について、「Ｂ ⑨総合的に見た、自分の地区の

利便性」が最も多く 37.9%、次いで「Ｃ ⑦総合的に見た、自分の地区の安全性」が 27.8%、「Ａ 

⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性」が 18.6%などとなっています。 

 

 

 
  

2.9

39.4 32.3 17.8 6.0 1.6

0 20 40 60 80 100

生活環境への満足度

(%)

Ｅ 自然環境・快適性・利便性・安全性・文化性を総合した評価

（単数回答，n=1,053）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答

0.16

0 0.05 0.1 0.15 0.2

加重平均

7.2

2.2

3.3

2.1

45.3

28.5

31.5

20.9

27.5

30.2

36.2

64.3

13.2

25.1

21.4

8.8

5.4

12.8

6.4

2.5

1.3

1.2

1.2

1.4

0 20 40 60 80 100

Ａ ⑧総合的に見た、

自分の地区の自然や快適性

Ｂ ⑨総合的に見た、

自分の地区の利便性

Ｃ ⑦総合的に見た、

自分の地区の安全性

Ｄ ⑧総合的に見た、

自分の地区の文化性

(%)
Ａ～Ｄの総合評価の比較（n=1,053、単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

  

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に満足」「ある程度満足」が多く

なっています。一方、「当分住み続けたい」では「どちらともいえない」が、「できれば転出し

たい」「住みにくいので近々転出する予定」では「少し不満」「かなり不満」が多くなっていま

す。 

 

  

2.9

2.5

3.3

2.8

2.5

4.5

2.3

1.3

4.7

1.9

2.8

5.1

3.7

3.0

0.9

39.4

41.0

38.7

40.7

41.5

36.9

36.4

39.3

42.2

37.0

44.0

34.2

36.3

36.1

39.6

32.3

31.0

33.4

29.8

28.8

35.2

32.9

40.0

28.1

30.6

33.2

26.6

28.9

34.3

32.4

17.8

17.3

18.3

19.4

21.2

17.3

17.9

13.3

9.4

17.6

14.8

25.3

22.2

18.9

18.0

6.0

7.1

4.5

6.5

5.1

5.0

8.7

3.3

9.4

12.0

3.5

6.3

7.4

6.5

7.2

1.6

1.2

1.8

0.8

0.8

1.1

1.7

2.7

6.3

0.9

1.8

2.5

1.5

1.2

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

Ｅ 自然環境・快適性・利便性・安全性・文化性を総合した評価（単数回答）

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない

少し不満 かなり不満 不明・無回答

4.6

1.6

1.9

0.0

3.7

51.7

37.1

18.4

26.3

42.6

29.2

40.5

29.1

15.8

24.1

9.3

16.5

33.5

36.8

25.9

3.0

3.4

15.5

21.1

3.7

2.1

0.9

1.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

Ｅ 自然環境・快適性・利便性・安全性・文化性を総合した評価

非常に満足 ある程度満足 どちらともいえない 少し不満

かなり不満 不明・無回答
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② これからの施策の重要度 

Ａ 自然環境と快適性 

・ 『重要』（「非常に重要」「ある程度重要」の合計）について、「④町のきれいさ」が最も多く 79.0%、

次いで「①空気のきれいさ」が 75.0%、「②近くにある川や池の水のきれいさ」が 69.8%などと

なっています。 

・ 『重要でない』（「あまり重要ではない」「重要でない」の合計）について、「⑥生き物とふれあ

える自然豊かな場所」が最も多く 12.8%、次いで「⑦まちなみとまわりの景観との調和」が 12.2%、

「⑤町の静けさ」が 11.5%などとなっています。 

・ 「⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性」について、『重要』が 72.7%、『重要でない』が

6.6%となっています。 

・ 加重平均をみると、「④町のきれいさ」が最も多く 1.12、次いで「①空気のきれいさ」が 0.96、

「③伊勢湾や三河湾のきれいさ」が 0.90 などとなっています。「⑧総合的に見た、自分の地区

の自然や快適性」は 0.93となっています。 

 

 
※ 加重平均について、「非常に重要」を 2 点、「ある程度重要」を 1 点、「どちらともいえない」を 0 点、「あまり重

要ではない」を-1 点、「重要でない」を-2 点の評点による重みを与えてその平均を算出しています。 

 
  

31.0

22.7

25.9

36.3

23.3

17.9

14.9

26.9

44.0

47.1

43.5

42.7

43.7

36.8

40.9

45.8

13.5

19.7

22.6

14.7

19.5

30.5

30.0

19.0

6.7

6.6

4.5

3.2

8.7

9.1

8.9

4.5

2.8

2.1

1.5

1.1

2.8

3.7

3.3

2.1

2.1

1.9

2.0

1.9

2.0

2.0

1.9

1.8

0 20 40 60 80 100

①空気のきれいさ

②近くにある川や池の水のきれいさ

③伊勢湾や三河湾のきれいさ

④町のきれいさ

⑤町の静けさ

⑥生き物とふれあえる

自然豊かな場所

⑦まちなみとまわりの景観との調和

⑧総合的に見た、

自分の地区の自然や快適性

(%)

A 自然環境と快適性（n=1,053、単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答

0.96

0.83

0.90

1.12

0.77

0.57

0.56

0.93

0 0.5 1 1.5

加重平均
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■ ⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別による傾向に違いはありません。 

 
  

26.9

28.1

25.6

26.2

26.3

29.6

28.3

25.3

25.0

28.7

25.6

27.8

27.4

32.0

20.7

45.8

45.7

45.9

48.0

44.1

41.3

45.7

51.3

45.3

38.0

47.2

41.8

48.1

44.4

53.2

19.0

18.3

20.1

18.1

20.3

19.6

20.2

17.3

15.6

22.2

18.8

21.5

14.8

17.8

19.8

4.5

4.6

4.5

5.2

5.9

6.1

2.9

1.3

3.1

9.3

4.8

2.5

3.7

4.1

1.8

2.1

1.7

2.2

1.2

3.4

2.8

1.7

1.3

1.6

0.9

1.5

5.1

3.7

1.8

1.8

1.8

1.7

1.6

1.2

0.0

0.6

1.2

3.3

9.4

0.9

2.0

1.3

2.2

0.0

2.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の自然や快適性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要でない 不明・無回答

30.2

22.7

25.2

31.6

29.6

44.8

47.7

43.7

42.1

51.9

17.2

19.6

24.3

10.5

11.1

3.5

5.6

4.9

10.5

3.7

1.9

2.5

1.5

5.3

3.7

2.6

1.9

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑧総合的に見た自分の地区の自然や快適性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答
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Ｂ 利便性 

・ 『重要』（「非常に重要」「ある程度重要」の合計）について、「③バスや電車などの交通の便」

が最も多く 82.2%、次いで「⑤病院や医院など医療施設」が 81.8%、「①食料品などの日用品の

買い物」が 80.2%などとなっています。 

・ 『重要でない』（「あまり重要ではない」「重要でない」の合計）について、「⑥公民館など気軽

に利用できる公共施設」が最も多く 12.7%、次いで「⑦スポーツ等が気軽に親しめる施設や機

会」が 12.4%、「②家具や電化製品等の買い物」が 11.3%などとなっています。 

・ 「⑨総合的に見た、自分の地区の利便性」について、『重要』が 73.9%、『重要でない』が 4.0%

となっています。 

・ 加重平均をみると、「③バスや電車などの交通の便」が最も多く 1.28、次いで「⑤病院や医療な

ど医療施設」が 1.22、「①食料品などの日用品の買い物」が 1.19などとなっています。「⑨総合

的に見た、自分の地区の利便性」は 1.00となっています。 

 

 
  

45.6

23.2

49.3

36.9

46.4

10.7

12.5

16.3

29.7

34.6

41.9

32.9

42.3

35.4

35.7

37.2

39.0

44.2

11.6

22.0

11.9

12.6

10.6

39.0

36.0

32.8

20.4

4.7

8.5

2.8

4.7

3.9

9.1

8.3

5.9

2.3

2.0

2.8

1.6

1.8

2.0

3.6

4.1

4.2

1.7

1.6

1.6

1.6

1.7

1.6

1.8

1.9

1.8

1.7

0 20 40 60 80 100

①食料品などの日用品の買い物

②家具や電化製品等の買い物

③バスや電車などの交通の便

④生活道路の状況

⑤病院や医院など医療施設

⑥公民館など

気軽に利用できる公共施設

⑦スポーツ等が

気軽に親しめる施設や機会

⑧公園の利用のしやすさ

⑨総合的に見た、

自分の地区の利便性

(%)
B 利便性（単数回答，n=1,053）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答

1.19

0.75

1.28

1.10

1.22

0.42

0.47

0.59

1.00

0 1 2

加重平均
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■ ⑨総合的に見た、自分の地区の利便性 

【属性間クロス】 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「非常に重要」が、40歳代では「どちらともいえない」が他

の年代と比べて多くなっています。 

 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「当分住み続けたい」では「ある程度重要」が多くなっています。一方、

「できるだけ住み続けたい」では「あまり重要でない」が、「住みにくいので近々転出する予定」

では「重要でない」が多くなっています。 

   

29.7

28.3

30.3

35.9

33.9

29.1

22.5

24.0

25.0

27.8

27.6

29.1

30.4

33.7

30.6

44.2

44.3

44.5

45.6

41.5

41.3

50.3

46.0

35.9

41.7

45.5

41.8

40.7

42.6

49.5

20.4

21.6

20.0

13.7

19.9

26.3
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24.0

23.4

25.0

20.9

22.8

23.0

18.3

16.2

2.3

3.1

1.5
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3.0
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4.7

2.8
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1.3

0.7
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0.9

1.7
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0.8

0.6

3.5

0.7

3.1

2.8

1.5

1.3
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0.9

1.7

1.9
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0.8

1.1

1.2

2.7

7.8

0.0

2.0

3.8

1.5

0.6

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑨総合的に見た、自分の地区の利便性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要でない 不明・無回答

30.4

24.0

35.4

36.8

38.9

42.2

49.5

39.8

26.3

48.1

20.6

21.2

22.3

21.1

5.6

3.5

1.9
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0.0

3.7

0.9

2.2

1.0

15.8

3.7

2.3

1.2

1.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑨総合的に見た、自分の地区の利便性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答
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Ｃ 安全性 

・ 『重要』（「非常に重要」「ある程度重要」の合計）について、「②安全性（津波や高潮の危険性）」

が最も多く 81.7%、次いで「⑤夜間の一人歩きの安全性」が 78.6%、「③安全性（道路での交通

事故）」が 76.5%などとなっています。 

・ 『重要でない』（「あまり重要ではない」「重要でない」の合計）について、「①安全性（土砂く

ずれの危険性）」が最も多く 10.5%、次いで「④安全性（工場での爆発や事故の危険性）」が 9.1%、

「⑥子どもが公園や広場で遊ぶ時の安全性」が 4.9%などとなっています。 

・ 「⑦総合的に見た、自分の地区の安全性」について、『重要』が 78.1%、『重要でない』が 3.2%

となっています。 

・ 加重平均をみると、「②安全性（津波や高潮の危険性）」が最も多く 1.31、次いで「⑤夜間の一

人歩きの安全性」が 1.16、「③安全性（道路での交通事故）」が 1.12などとなっています。「⑦

総合的に見た、自分の地区の安全性」は 1.12となっています。 

 

 
  

36.5

53.3

39.3

28.3

41.2

37.1

37.1

32.7

28.4

37.2

31.5

37.4

35.6

41.0

19.0

12.7

18.1

29.4

15.5

20.7

17.2

6.0

2.1

1.6

4.9

2.5

3.0

2.0

4.5

2.0

2.1

4.2

1.8

1.9

1.2

1.4

1.5

1.6

1.6

1.6

1.6

1.4

0 20 40 60 80 100

①安全性

（土砂くずれの危険性）

②安全性

（津波や高潮の危険性）

③安全性

（道路での交通事故）

④安全性（工場での

爆発や事故の危険性）

⑤夜間の一人歩きの安全性

⑥子どもが公園や広場で

遊ぶ時の安全性

⑦総合的に見た、

自分の地区の安全性

(%)

C 安全性（単数回答，n=1,053）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答

0.92

1.31

1.12

0.76

1.16

1.05

1.12

0 1 2

加重平均
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■ ⑦総合的に見た、自分の地区の安全性 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、男性では「非常に重要」が、女性では「どちらともいえない」が多くなってい

ます。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「非常に重要」が、30歳代では「あまり重要でない」が、60

歳代では「どちらともいえない」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「仕事や学校の関係で転出する予定」では「非常に重要」が多くなってい

ます。一方、「住みにくいので近々転出する予定」「仕事や学校の関係で転出する予定」では「あ

まり重要でない」が多くなっています。 
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全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑦総合的に見た、自分の地区の安全性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要でない 不明・無回答
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34.3

36.4

36.8

53.7

40.4

42.7

40.8

47.4

33.3

16.7

19.3

19.4

5.3
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2.3
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1.9

1.5

0.0

0.0

1.9

1.2

0.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

⑦総合的に見た、自分の地区の安全性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答



 

27 

Ｄ コミュニティや文化性 

・ 『重要』（「非常に重要」「ある程度重要」の合計）について、「⑤近所つきあい（助け合いなど）」

が最も多く 52.4%、次いで「①祭りや盆踊りなどの伝統的な催し」が 43.8%、「⑥町内のまとめ

役となるリーダー（の存在）」が 42.3%などとなっています。 

・ 『重要でない』（「あまり重要ではない」「重要でない」の合計）について、「①祭りや盆踊りな

どの伝統的な催し」が最も多く 16.5%、次いで「②地区の活動への住民の参加」が 16.0%、「④

地区のシンボルとなる場所」が 14.8%などとなっています。 

・ 「⑧総合的に見た、自分の地区の文化性」について、『重要』が 42.8%、『重要でない』が 10.1%

となっています。 

・ 加重平均をみると、「⑤近所づきあい（助け合いなど）」が最も多く 0.52、次いで「⑥町内のま

とめ役となるリーダー（の存在）」が 0.37、「⑦女性の地域づくりへの参加のしやすさ」が 0.35

などとなっています。「⑧総合的に見た、自分の地区の文化性」は 0.37となっています。 
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①祭りや盆踊りなどの

伝統的な催し

②地区の活動への住民の参加

③神社やお寺など

歴史を感じさせる場所

④地区のシンボルとなる場所

⑤近所つきあい（助け合いなど）

⑥町内のまとめ役となる

リーダー（の存在）

⑦女性の地域づくりへの

参加のしやすさ

⑧総合的に見た、

自分の地区の文化性

(%)

Ｄ コミュニティや文化性（単数回答，n=1,053）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答
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0.22

0.30

0.24
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0.37
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0.37

0 0.5 1
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■ ⑧総合的に見た、自分の地区の文化性 

【属性間クロス】 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

 

【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「非常に重要」「ある程度重要」が、「仕

事や学校の関係で転出する予定」では「非常に重要」が多くなっています。一方、「当分住み続

けたい」「できれば転出したい」では「どちらともいえない」が、「住みにくいので近々転出す

る予定」では「あまり重要でない」「重要でない」が多くなっています。 
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（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の文化性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない

あまり重要ではない 重要でない 不明・無回答
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転出する予定
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(%)

⑧総合的に見た、自分の地区の文化性（単数回答）

非常に重要 ある程度重要 どちらともいえない あまり重要ではない

重要でない 不明・無回答
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③ 各分野の満足度と重要度 

・ それぞれの項目において、結果の加重平均を求め、満足度と重要度の加重平均の平均を原点と

した 2 軸 4 象限にプロットすることで、各項目について、満足度と重要度の関係を評価しまし

た。 

・ なお、加重平均は、満足度については、「非常に満足」を 2点、「ある程度満足」を 1点、「どち

らともいえない」を 0点、「少し不満」を-1点、「不満」を-2点、また、重要度については、「非

常に重要」を 2点、「ある程度重要」を 1点、「どちらともいえない」を 0点、「あまり重要では

ない」を-1点、「重要でない」を-2点の評点による重みを与えてその平均を算出しています。 

 

 

 

  

①空気のきれいさ

②近くにある川や池の水のき

れいさ

③伊勢湾や三河湾のきれいさ

④町のきれいさ

⑤町の静けさ

⑥生き物とふれあえる

自然豊かな場所

⑦まちなみとまわりの景観と

の調和

⑧総合的に見た自分の地区

の自然や快適性

①食料品などの日用品の買

い物

②家具や電化製品等の買い物

③バスや電車などの交通の便

④生活道路の状況

⑤病院や医院など医療施設

⑥公民館など

気軽に利用できる公共施設⑦スポーツ等が気軽に親しめ

る施設や機会

⑧公園の利用のしやすさ

⑨総合的に見た、自分の地区

の利便性

①安全性

（土砂くずれの危険性）

②安全性（津波や高潮の危険

性）

③安全性

（道路での交通事故）

④安全性（工場での爆発や事

故の危険性）

⑤夜間の一人歩きの安全性

⑥子どもが公園や

広場で遊ぶ時の安全性

⑦総合的に見た、自分の地区

の安全性

①祭りや盆踊りなどの

伝統的な催し
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住民の参加

③神社やお寺など

歴史を感じさせる場所

④地区のシンボルとなる場所

⑤近所つきあい

（助け合いなど）

⑥町内のまとめ役となる

リーダー（の存在）

⑦女性の地域づくりへの

参加のしやすさ

⑧総合的に見た、

自分の地区の文化性
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Ａ 自然環境と快適性 

・ 「②近くにある川や池の水のきれいさ」「③伊勢湾や三河湾のきれいさ」「④町のきれいさ」で

は、満足度が低く、重要度が高くなっています。 

 

Ｂ 利便性 

・ 「③バスや電車などの交通の便」「④生活道路の状況」「⑨総合的に見た、自分の地区の利便性」

では、満足度が低く、重要度が高くなっています。 

 

Ｃ 安全性 

・ 「②安全性（津波や高潮の危険性）」「③安全性（道路での交通事故）」「⑤夜間の一人歩きの安

全性」「⑥子どもが公園や広場で遊ぶ時の安全性」では、満足度が低く、重要度が高くなってい

ます。 

 

Ｄ コミュニティや文化性 

・ すべての項目で重要度が低くなっています。 
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（２）地区や美浜町への愛着について 

問 11 お住まいの地区や美浜町への愛着についてどうお感じですか？ 

5 段階評価で点数をお答えください。 

・ 『そう思う』（「非常にそう思う」「ある程度そう思う」の合計）について、「②居住地区に愛着

を感じる」が最も多く 52.3%、次いで「⑤美浜町全体に愛着を感じる」が 43.8%、「④美浜町の

一員だという実感がある」が 33.0%などとなっています。 

・ 『思わない』（「あまり思わない」「まったく思わない」の合計）について、「③居住地区の人た

ちと一体であると感じる」が最も多く 39.2%、次いで「④美浜町の一員だという実感がある」が

32.8%、「①居住地区の一員であることに誇りを感じる」が 32.3%などとなっています。 

・ 加重平均をみると、「②居住地区に愛着を感じる」が最も多く 0.37、次いで「⑤美浜町全体に愛

着を感じる」が 0.18、「④美浜町の一員だという実感がある」が-0.04などとなっています。 

 

 

※ 加重平均について、「非常にそう思う」を 2 点、「ある程度そう思う」を 1 点、「どちらともいえない」を 0 点、

「あまり思わない」を-1 点、「まったく思わない」を-2 点の評点による重みを与えてその平均を算出していま

す。 
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39.5

17.8

27.0

34.9

36.4

24.8
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33.6

29.4

23.6

15.7

26.8

23.1

17.1
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9.7
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0.7

0.7

0.7

0.7

0 20 40 60 80 100

①居住地区の一員であることに

誇りを感じる

②居住地区に愛着を感じる

③居住地区の人たちと

一体であると感じる

④美浜町の一員だという

実感がある

⑤美浜町全体に愛着を感じる

(%)

地区や美浜町への愛着について（単数回答，n=1,053）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない あまり思わない

まったく思わない 不明・無回答

-0.05

0.37

-0.29

-0.04

0.18

-1 -0.5 0 0.5 1

加重平均
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【属性間クロス】 

① 居住地区の一員であることに誇りを感じる 

・ 性別にみると、男性では「非常にそう思う」が、女性では「どちらともいえない」が多くなっ

ています。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「あまりそう思わない」が、60歳代では「どちらともいえな

い」が、70歳以上では「ある程度そう思う」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 
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23.0

25.8

21.8

26.6

24.7

39.1
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23.4

34.2

29.6

27.8

22.5

36.4

31.4

40.5

29.0

39.0

36.9

35.3

44.7

37.5

41.7

37.7

31.6

35.6

32.5

36.0

23.6

24.1

23.4

31.0

18.2

26.8

25.4

20.0

10.9

25.9

24.9

22.8

19.3

25.4

18.9

8.7

10.0

6.7

10.1

13.6

8.4

6.4

4.7

1.6

4.6

9.5

6.3

7.4

7.7

14.4

0.6

0.6

0.5

0.0

0.4

0.0

0.6

0.7

4.7

0.0

0.8

1.3

0.0

0.6

0.9
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全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

①居住地区の一員であることに誇りを感じる（単数回答）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない 不明・無回答
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② 居住地区に愛着を感じる 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下、40歳代では「ある程度そう思う」が他の年代と比べて少なくな

っています。 
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15.7
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16.9
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16.2

19.1

18.7
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14.8

17.6

16.5
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奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

②居住地区に愛着を感じる（単数回答）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない 不明・無回答
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③ 居住地区の人たちと一体であると感じる 

・ 性別にみると、女性では「あまり思わない」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、30歳代以下では「まったく思わない」が、70歳以上では「ある程度そう思う」

が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 
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23.5
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（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

③居住地区の人たちと一体であると感じる（単数回答）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない 不明・無回答
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④ 美浜町の一員だという実感がある 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「あまりそう思わない」が、70歳以上では「ある程度そう思

う」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 
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野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

④美浜町の一員だという実感がある（単数回答）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない 不明・無回答
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⑤ 美浜町全体に愛着を感じる 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、30歳代以下では「ある程度そう思う」が、60歳代では「どちらともいえない」

が、70歳以上では「ある程度そう思う」が他の年代と比べて多くなっています。 
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18.9

16.1

11.9
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（n=135）
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（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

⑤美浜町全体に愛着を感じる（単数回答）

非常にそう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない 不明・無回答
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（３）美浜町に住んでよかったと思うか 

問 12 あなたは、美浜町に住んでよかったと思いますか？ 

・ 「ある程度そう思う」が最も多く 41.9%、次いで「どちらともいえない」が 22.6%、「そう思う」

が 18.9%などとなっています。 

・ 性別、年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 
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22.9

19.0
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（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

美浜町に住んでよかったと思うか（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（４）現在、幸福だと思うか 

問 13 あなたは、現在、幸福だと思いますか？ 

・ 「ある程度そう思う」が最も多く 46.5%、次いで「そう思う」が 25.6%、「どちらともいえない」

が 18.1%などとなっています。 

・ 性別にみると、女性では「そう思う」が多くなっています。一方、男性では「どちらともいえ

ない」「あまり思わない」が多くなっています。 

・ 年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 
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（n=111）

(%)

現在、幸福だと思うか（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（５）これからも美浜町に住み続けたいか 

問 14 あなたは、これからも美浜町に住み続けたいと思いますか？ 

・ 「できるだけ住み続けたい」が最も多く 40.9%、次いで「当分住み続けたい」が 30.5%、「でき

れば転出したい」が 19.6%などとなっています。 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「できれば転出したい」「住みにくいので近々転出する予定」

「仕事や学校の関係で転出する予定」が、30歳代では「当分住み続けたい」が、60歳代、70歳

以上では「できるだけ住み続けたい」が他の年代と比べて多くなっています。 
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(%)

これからも美浜町に住み続けたいか（単数回答）

できるだけ住み続けたい 当分住み続けたい

できれば転出したい 住みにくいので近々転出する予定

仕事や学校の関係で転出する予定 不明・無回答
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（６）住み続けたい理由 

問 15 問 14 で「1.できるだけ住み続けたい」、「2.当分住み続けたい」と回答された方にお尋ねしま

す。その主な理由すべてに○印をつけてください。 

・ 「先祖伝来の土地や家があるから」が最も多く 49.1%、次いで「永年住み続け､愛着があるから」

が 45.9%、「親戚や友人がいるから」が 41.5%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、女性では「親戚や友人がいるから」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、30歳代では「子どもを育てるのに適しているから」が、60歳代では「永年住

み続け､愛着があるから」が、70歳以上では「先祖伝来の土地や家があるから」「永年住み続け､

愛着があるから」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別にみると、河和では「生活に便利だから」「通勤通学に便利だから」が、河和南部、

野間では「先祖伝来の土地や家があるから」が他の地区と比べて多くなっています。 

 
  

49.1

45.9

41.5

33.6

27.0

12.2

10.4

9.4

0.7

2.5

1.9

9.8

0.0

0 20 40 60 80

先祖伝来の土地や家があるから

永年住み続け 愛着があるから

親戚や友人がいるから

豊かな自然環境が残されているから

仕事場に近いから（農業の場合を含む）

生活に便利だから

子どもを育てるのに適しているから

通勤通学に便利だから

生涯学習が充実しているから

文化活動が充実しているから

コミュニティ活動が充実しているから

その他

無回答

(%)

住み続けたい理由（n=752、複数回答）

回

答

者

数

（

n

）

先

祖

伝

来

の

土

地

や

家

が

あ

る

か

ら

永

年

住

み

続

け

､

愛

着

が

あ

る

か

ら

親

戚

や

友

人

が

い

る

か

ら

豊

か

な

自

然

環

境

が

残

さ

れ

て

い

る

か

ら

仕

事

場

に

近

い

か

ら

（

農

業

の

場

合

を

含

む

）

生

活

に

便

利

だ

か

ら

子

ど

も

を

育

て

る

の

に

適

し

て

い

る

か

ら

通

勤

通

学

に

便

利

だ

か

ら

生

涯

学

習

が

充

実

し

て

い

る

か

ら

文

化

活

動

が

充

実

し

て

い

る

か

ら

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

動

が

充

実

し

て

い

る

か

ら

そ

の

他

全体 752 49.1 45.9 41.5 33.6 27.0 12.2 10.4 9.4 0.7 2.5 1.9 9.8

男性 355 50.1 47.3 35.5 33.0 27.9 12.7 8.7 11.3 0.6 3.7 2.3 9.3

女性 387 48.8 45.0 47.5 34.4 26.6 11.9 12.1 7.5 0.8 1.6 1.6 9.8

20歳代以下 124 37.1 50.0 53.2 34.7 26.6 12.1 10.5 12.9 1.6 4.8 0.8 8.1

30歳代 171 48.0 34.5 40.9 30.4 29.2 11.1 18.1 9.9 0.6 2.9 1.8 9.4

40歳代 138 45.7 35.5 34.8 27.5 34.1 13.0 13.8 12.3 0.7 2.2 4.3 10.9

50歳代 137 53.3 46.0 38.7 36.5 27.7 8.8 7.3 7.3 0.0 1.5 1.5 15.3

60歳代 128 55.5 60.2 39.1 42.2 21.9 12.5 3.9 3.9 0.0 1.6 1.6 8.6

70歳以上 52 65.4 65.4 46.2 28.8 13.5 21.2 0.0 9.6 1.9 1.9 0.0 1.9

布土 79 50.6 50.6 32.9 41.8 17.7 7.6 8.9 6.3 0.0 3.8 5.1 10.1

河和 305 41.6 43.9 43.6 26.9 29.5 17.4 11.5 13.4 1.0 3.3 1.6 12.5

河和南部 60 65.0 50.0 45.0 38.3 31.7 11.7 10.0 3.3 0.0 1.7 0.0 3.3

野間 90 66.7 47.8 46.7 42.2 23.3 5.6 14.4 6.7 0.0 1.1 2.2 6.7

奥田 109 54.1 40.4 40.4 28.4 25.7 12.8 9.2 10.1 1.8 1.8 2.8 9.2

上野間 75 45.3 50.7 41.3 41.3 26.7 5.3 6.7 4.0 0.0 2.7 0.0 8.0
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（７）転居したい理由 

問 16 問 14 で「3.できれば転出したい」、「4.住みにくいので近々転出する予定である」と回答され

た方にお尋ねします。その主な理由すべてに○印をつけてください。 

・ 「生活が不便だから」が最も多く 64.6%、次いで「通勤や通学に不便だから」が 53.3%、「働く

場が少ないから」が 42.3%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、男性では「自分の土地や家があるわけではないから」が、女性では「生活が不

便だから」「通勤や通学に不便だから」「働く場が少ないから」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、30歳代では「子育てに適していないと感じるから」が、50歳代では「生活が

不便だから」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 

   

5.7

14.6

13.8

64.6

17.1

53.3

14.6

42.3

15.0

0.0

0 20 40 60 80

自分の土地や家があるわけではないから

生まれ育ったところではないから

特に親しい友人などもいないから

生活が不便だから

子育てに適していないと感じるから

通勤や通学に不便だから

人間関係が煩わしいから

働く場が少ないから

その他

無回答

(%)

転居したい理由（n=246、複数回答）

回

答

者

数

（

n

）

自

分

の

土

地

や

家

が

あ

る

わ

け

で

は

な

い

か

ら

生

ま

れ

育

っ

た

と

こ

ろ

で

は

な

い

か

ら

特

に

親

し

い

友

人

な

ど

も

い

な

い

か

ら

生

活

が

不

便

だ

か

ら

子

育

て

に

適

し

て

い

な

い

と

感

じ

る

か

ら

通

勤

や

通

学

に

不

便

だ

か

ら

人

間

関

係

が

煩

わ

し

い

か

ら

働

く

場

が

少

な

い

か

ら

そ

の

他

全体 246 5.7 14.6 13.8 64.6 17.1 53.3 14.6 42.3 15.0

男性 96 10.4 12.5 10.4 58.3 14.6 43.8 14.6 33.3 18.8

女性 139 2.2 15.8 15.1 68.3 16.5 59.7 15.1 47.5 11.5

20歳代以下 96 3.1 6.3 12.5 51.0 13.5 56.3 8.3 41.7 10.4

30歳代 56 10.7 19.6 16.1 69.6 32.1 55.4 17.9 41.1 17.9

40歳代 38 5.3 13.2 10.5 73.7 21.1 60.5 21.1 47.4 13.2

50歳代 32 3.1 25.0 18.8 84.4 9.4 59.4 21.9 59.4 21.9

60歳代 17 11.8 29.4 11.8 76.5 0.0 17.6 17.6 17.6 11.8

70歳以上 6 0.0 16.7 16.7 33.3 0.0 16.7 0.0 16.7 33.3

布土 27 0.0 14.8 11.1 77.8 14.8 44.4 18.5 37.0 7.4

河和 77 7.8 19.5 13.0 63.6 20.8 45.5 10.4 42.9 18.2

河和南部 15 6.7 13.3 13.3 46.7 20.0 46.7 20.0 26.7 6.7

野間 39 5.1 15.4 10.3 61.5 12.8 48.7 17.9 41.0 23.1

奥田 42 7.1 9.5 16.7 64.3 14.3 64.3 14.3 50.0 9.5

上野間 29 3.4 6.9 6.9 69.0 13.8 62.1 20.7 44.8 10.3
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３．地域の防災力について 

（１）災害時の近所同士での助け合い 

問 17 地震や洪水などの災害時に、ご近所同士で助け合うことができますか？ 

・ 「ある程度は期待できる」が最も多く 49.9%、次いで「あまり期待できない」が 32.4%、「ほと

んど期待できない」が 8.6%などとなっています。 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

・ 居住地区別にみると、河和南部では「十分に助け合うことができる」が、野間では「ある程度

は期待できる」が他の地区と比べて多くなっています。 

 

 
  

7.3

9.1

5.6

9.3

4.2

9.5

9.2

4.7

6.3

11.1

5.8

13.9

1.5

10.1

6.3

49.9

48.0

51.7

46.0

49.2

47.5

50.9

59.3

48.4

47.2

50.0

51.9

59.3

45.0

45.9

32.4

31.6

33.0

34.3

36.4

30.7

32.9

25.3

29.7

34.3

33.7

24.1

29.6

33.7

37.8

8.6

8.7

8.3

9.3

8.9

10.1

6.9

9.3

4.7

7.4

8.3

7.6

8.9

10.7

5.4

0.7

0.8

0.5

0.8

0.4

1.1

0.0

0.7

1.6

0.0

0.5

1.3

0.7

0.0

2.7

1.1

1.7

0.7

0.4

0.8

1.1

0.0

0.7

9.4

0.0

1.8

1.3

0.0

0.6

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

災害時の近所同士での助け合い（単数回答）

十分に助け合うことができる ある程度は期待できる

あまり期待できない ほとんど期待できない
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（２）大災害時の避難先 

問 18 大災害を想定した場合、どこに避難することを考えていますか？ 

・ 「町が指定する避難所」が最も多く 55.8%、次いで「可能な限り在宅避難（親類宅含む）」が 34.0%、

「車中泊避難」が 5.7%などとなっています。 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下、40歳代では「町が指定する避難所」が、50歳代では「可能な限

り在宅避難（親類宅含む）」「屋外でテント生活」が、70歳以上では「可能な限り在宅避難（親

類宅含む）」が他の年代と比べて多くなっています。 

 

 
  

55.8

54.3

57.7

68.1

52.1

63.1

46.2

49.3

43.8

51.9

53.3

60.8

60.0

60.9

54.1

34.0

34.9

33.0

24.6

36.4

27.9

42.8

39.3

42.2

39.8

36.2

31.6

28.1

27.8

37.8

5.7

6.0

5.4

4.8

8.1

6.1

4.0

6.0

3.1

4.6

5.8

5.1

5.9

8.3

3.6

1.5

1.7

1.5

0.4

0.4

1.7

4.0

2.7

0.0

0.9

1.5

1.3

2.2

1.2

1.8

1.8

1.7

1.5

1.6

2.5

0.6

2.3

1.3

1.6

1.9

2.0

0.0

2.2

1.8

0.9

1.1

1.5

0.9

0.4

0.4

0.6

0.6

1.3

9.4

0.9

1.3

1.3

1.5

0.0

1.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

大災害時の避難先（単数回答）

町が指定する避難所 可能な限り在宅避難（親類宅含む）

車中泊避難 屋外でテント生活
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（３）今後特に重要だと思われる地震・津波対策 

問 19 今後特に重要だと思われる地震・津波対策すべてに○印をつけてください。 

・ 「非常用食料の備蓄」が最も多く 75.7%、次いで「家族との連絡手段の確認」が 65.2%、「非常

用持出袋の準備」が 52.5%などとなっています。 

  

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、女性では「家具の転倒防止対策」「非常用食料の備蓄」「防災用メールの登録」

「非常用持出袋の準備」「家族との連絡手段の確認」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「自宅の耐震改修」「避難経路の確認」「防災用戸別受信機の

購入」が、40歳代では「家族との連絡手段の確認」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別による傾向に違いはありません。 

 
  

39.3

46.2

51.7

9.1

75.7

21.5

52.5

65.2

3.8

0.0

0 20 40 60 80

自宅の耐震改修

家具の転倒防止対策

避難経路の確認

防災用戸別受信機の購入

非常用食料の備蓄

防災用メールの登録

非常用持出袋の準備

家族との連絡手段の確認

その他

無回答

(%)

今後特に重要だと思われる地震・津波対策

（複数回答, n=1,053）

回

答

者

数

（

n

）

自

宅

の

耐

震

改

修

家

具

の

転

倒

防

止

対

策

避

難

経

路

の

確

認

防

災

用

戸

別

受

信

機

の

購

入

非

常

用

食

料

の

備

蓄

防

災

用

メ

ー

ル

の

登

録

非

常

用

持

出

袋

の

準

備

家

族

と

の

連

絡

手

段

の

確

認

そ

の

他

全体 1,053 39.3 46.2 51.7 9.1 75.7 21.5 52.5 65.2 3.8

男性 481 50.1 36.6 12.7 16.0 34.3 38.5 58.2 35.1 5.4

女性 551 39.9 33.6 8.0 16.7 37.9 48.1 65.5 33.8 5.4

20歳代以下 248 50.4 50.0 63.7 14.1 81.0 25.4 51.6 70.2 3.6

30歳代 236 40.3 46.6 53.4 7.2 77.5 19.9 57.2 64.8 4.2

40歳代 179 35.8 39.1 48.0 7.8 71.5 19.6 49.2 71.5 2.2

50歳代 173 35.3 46.2 43.4 7.5 74.6 22.0 47.4 65.3 4.0

60歳代 150 32.0 51.3 47.3 4.7 74.0 22.0 56.0 56.7 5.3

70歳以上 64 32.8 37.5 43.8 15.6 65.6 15.6 54.7 48.4 3.1

布土 108 29.6 39.8 49.1 13.0 75.0 22.2 49.1 60.2 5.6

河和 398 40.2 47.2 50.0 8.5 74.9 20.9 52.5 66.6 2.0

河和南部 79 41.8 49.4 46.8 6.3 79.7 20.3 57.0 67.1 1.3

野間 135 43.7 43.7 54.8 8.1 77.8 20.7 52.6 65.2 3.7

奥田 169 39.1 49.7 63.3 10.7 76.3 24.3 53.8 62.7 4.7

上野間 111 39.6 40.5 47.7 10.8 72.1 22.5 51.4 70.3 9.0
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４．まちづくりに対する意識について 

（１）地域活動への参加状況 

問 20 あなたの地域活動への参加についてお尋ねします。該当する番号をお書きください。 

・ 『参加』（「積極的に参加」「可能な限り参加」「付き合い程度には参加」の合計）について、「①

自治会・町内会・老人会などの地縁的な活動」が最も多く 40.2%、次いで「②スポーツやジョギ

ング、ウォーキングなど体を動かす活動」が 31.2%、「⑤ボランティアや市民活動（清掃や美化、

里山再生など）」が 30.6%などとなっています。 

・ 『不参加』（「時間や機会がない」「関心がない」の合計）について、「⑥ボランティアや市民活

動（高齢者支援など）」が最も多く 79.8%、次いで「④図書館・生涯学習センターや地区公民館

の学習講座」が 78.6%、「⑧ボランティアや市民活動（まちづくりや地域の活性化）」が 76.3%な

どとなっています。 

・ 「関心がない」について、「④図書館・生涯学習センターや地区公民館の学習講座」が最も多く

38.6%、次いで「③地域での趣味的な文化活動」が 36.3%、「⑥ボランティアや市民活動（高齢者

支援など）」が 34.0%などとなっています。 

 
  

2.4

2.8

1.0

1.5

2.1

0.8

1.5

0.9

14.0

10.9

7.3

6.4

10.6

5.8

7.7

7.3

23.8

17.5

15.4

12.8

17.9

12.7

14.5

14.5

30.2

40.0

39.2

40.0

38.2

45.8

45.5

45.0

29.2

28.2

36.3

38.6

30.2

34.0

29.8

31.3

0.5

0.6

0.8

0.8

0.9

0.9

0.9

0.9

0 20 40 60 80 100

①自治会・町内会・老人会などの

地縁的な活動

②スポーツやジョギング、

ウォーキングなど体を動かす活動

③地域での趣味的な文化活動

④図書館・生涯学習センターや

地区公民館の学習講座

⑤ボランティアや市民活動

（清掃や美化、里山再生など）

⑥ボランティアや市民活動

（高齢者支援など）

⑦ボランティアや市民活動

（子どもの見守りなど）

⑧ボランティアや市民活動

（まちづくりや地域の活性化）

(%)

地域活動への参加状況（単数回答，n=1,053）

積極的に参加 可能な限り参加 付き合い程度には参加

時間や機会がない 関心がない 不明・無回答
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【属性間クロス】 

① 自治会・町内会・老人会などの地縁的な活動 

・ 性別にみると、男性では「積極的に参加」「可能な限り参加」が、女性では「時間や機会がない」

が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「時間や機会がない」「関心がない」が、60 歳代では「積極

的に参加」「可能な限り参加」「付き合い程度には参加」が、70 歳以上では「可能な限り参加」

「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 

 
 
② スポーツやジョギング、ウォーキングなど体を動かす活動 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「関心がない」が、50歳代では「時間や機会がない」が、60

歳代では「可能な限り参加」「付き合い程度には参加」が、70歳以上では「付き合い程度には参

加」が他の年代と比べて多くなっています。 
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全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）
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（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

①自治会・町内会・老人会などの地縁的な活動（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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40.0

37.0

42.3

41.5

43.6

41.9
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（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

②スポーツやジョギング、ウォーキングなど体を動かす活動（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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③ 地域での趣味的な文化活動 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「関心がない」が、50歳代では「時間や機会がない」が、60

歳代、70歳以上では「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 

 
 
④ 図書館・生涯学習センターや地区公民館の学習講座 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「関心がない」が、40 歳代、50 歳代では「時間や機会がな

い」が、60 歳代では「可能な限り参加」「付き合い程度には参加」が、70 歳以上では「積極的

に参加」「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 
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27.3

21.9
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40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

③地域での趣味的な文化活動（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

④図書館・生涯学習センターや地区公民館の学習講座（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑤ ボランティアや市民活動（清掃や美化、里山再生など） 

・ 性別にみると、男性では「可能な限り参加」が、女性では「時間や機会がない」が多くなって

います。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「関心がない」が、60 歳代、70 歳以上では「可能な限り参

加」「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 

 
 
⑥ ボランティアや市民活動（高齢者支援など） 

・ 性別にみると、男性では「付き合い程度には参加」が、女性では「時間や機会がない」が多く

なっています。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「関心がない」が、40 歳代、50 歳代では「時間や機会がな

い」が、60 歳代では「可能な限り参加」「付き合い程度には参加」が、70 歳以上では「付き合

い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 
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19.0

18.5

30.0

26.6
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0.6

0.7

9.4

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下
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（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑤ボランティアや市民活動（清掃や美化、里山再生など）（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑥ボランティアや市民活動（高齢者支援など）（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑦ ボランティアや市民活動（子どもの見守りなど） 

・ 性別にみると、男性では「積極的に参加」が、女性では「時間や機会がない」が多くなってい

ます。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「関心がない」が、50歳代では「時間や機会がない」が、60

歳代、70歳以上では「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 

 

⑧ ボランティアや市民活動（まちづくりや地域の活性化） 

・ 性別にみると、男性では「可能な限り参加」が、女性では「時間や機会がない」が多くなって

います。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「関心がない」が、40歳代では「時間や機会がない」が、60

歳代、70歳以上では「付き合い程度には参加」が他の年代と比べて多くなっています。 
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0.6

1.3
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（n=248）
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（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑦ボランティアや市民活動（子どもの見守りなど）（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（n=64）

(%)

⑧ボランティアや市民活動（まちづくりや地域の活性化）（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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（２）地区のまちづくりについて 

問 21 お住まいの地区のまちづくりについて、どのようにお考えですか？該当する番号をお書きく

ださい。 

・ 『そう思う』（「非常にそう思う」「ある程度そう思う」の合計）について、「⑥行政は、もっと

積極的にまちづくりを推進するべきである」が最も多く 61.0%、次いで「④まちづくりを行うの

は、主として行政の責任である」が 50.6%、「⑪自分の居住地区よりも遅れている地区を優先し

てもよい」が 44.6%などとなっています。 

・ 『そう思わない』（「あまり思わない」「そう思わない」の合計）について、「②まちづくりの世

話役を頼まれたら引き受けてもよいと思う」が最も多く 62.0%、次いで「⑧行政は、まちづくり

を進めるのに必要な資金や人材を豊富に抱えている」が 51.8%、「①まちづくりを通して、この

地区を魅力的にしていく責任を感じている」が 46.7%などとなっています。 
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16.0

32.7

26.7

25.5

32.2

24.4

47.0
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0 20 40 60 80 100

①まちづくりを通して、この地区を

魅力的にしていく責任を感じている

②まちづくりの世話役を頼まれたら

引き受けてもよいと思う

③まちづくり活動に積極的に関わるのは

煩わしい

④まちづくりを行うのは、

主として行政の責任である

⑤まちづくりを行うのは、

主として住民の責任である

⑥行政は、もっと積極的に

まちづくりを推進するべきである

⑦住民は、もっと主体的に

まちづくりに参加するべきである

⑧行政は、まちづくりを進めるのに

必要な資金や人材を豊富に抱えている

⑨まちづくりに関して、

住民が努力すればそれだけ成果が上がる

⑩他の地区よりも優先して

生活環境の整備をしてほしい

⑪自分の居住地区よりも

遅れている地区を優先してもよい

⑫自分の居住地区のまちづくりのために

寄付や援助を求められれば協力する

⑬美浜町全体のまちづくりのために

寄付や援助を求められれば協力する

(%)
地区のまちづくりについて（単数回答，n=1,053）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない あまり思わない

そう思わない 不明・無回答



 

51 

【属性間クロス】 

① まちづくりを通して、この地区を魅力的にしていく責任を感じている 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代では「そう思わない」が、60歳代では「ある程度そう思う」が、70歳

以上では「ある程度そう思う」「どちらともいえない」が他の年代と比べて多くなっています。 

 

 

② まちづくりの世話役を頼まれたら引き受けてもよいと思う 

・ 性別にみると、男性では「ある程度そう思う」が、女性では「そう思わない」が多くなってい

ます。 

・ 年代別にみると、60 歳代では「ある程度そう思う」が、70 歳以上では「そう思う」「あまり思

わない」が他の年代と比べて多くなっています。 
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70歳以上

（n=64）

(%)

①まちづくりを通して、この地区を魅力的にしていく責任を感じている

（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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(%)

②まちづくりの世話役を頼まれたら引き受けてもよいと思う（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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③ まちづくり活動に積極的に関わるのは煩わしい 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 

 

 

④ まちづくりを行うのは、主として行政の責任である 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 
  

12.2

12.7

11.1

11.7

16.5

9.5

12.1

10.7

9.4

17.3

16.0

18.3

18.1

19.5

16.8

15.0

17.3

12.5

47.0

45.7

48.5

44.4

43.6

49.7

47.4

52.0

50.0

13.8

13.9

14.0

16.9

11.9

16.2

14.5

8.7

12.5

9.1

11.0

7.4

8.9

7.6

7.8

10.4

11.3

9.4

0.7

0.6

0.7

0.0

0.8

0.0

0.6

0.0

6.3

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

③まちづくり活動に積極的に関わるのは煩わしい（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答

16.8

16.8

15.6

16.5

19.5

14.5

17.3

14.0

20.3

33.8

34.7

33.8

33.9

37.3

31.8

36.4

31.3

26.6

33.8

31.4

35.9

36.7

30.1

39.1

30.6

34.7

25.0

9.4

10.2

9.1

6.9

8.9

10.1

11.6

11.3

9.4

5.5

6.2

4.9

6.0

3.4

4.5

4.0

8.7

10.9

0.7

0.6

0.7

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

7.8

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

④まちづくりを行うのは、主として行政の責任である（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑤ まちづくりを行うのは、主として住民の責任である 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 

 

 

⑥ 行政は、もっと積極的にまちづくりを推進するべきである 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 
  

3.7

5.0

2.7

4.0

3.0

2.2

4.0

4.7

6.3

24.5

25.4

23.6

29.4

25.4

16.8

22.5

27.3

21.9

48.2

45.5

51.4

46.8

47.9

54.2

45.7

47.3

46.9

13.8

13.7

13.8

11.3

14.0

17.3

16.2

12.0

10.9

9.2

9.8

8.0

8.5

8.9

9.5

11.6

8.7

7.8

0.6

0.6

0.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

6.3

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑤まちづくりを行うのは、主として住民の責任である（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答

21.4

21.0

21.2

21.8

23.3

17.9

20.2

22.7

21.9

39.6

42.0

37.9

38.3

32.2

40.2

49.1

42.7

37.5

30.5

27.9

32.7

31.9

33.1

33.0

25.4

28.0

28.1

5.1

4.8

5.6

5.6

5.9

6.1

3.5

3.3

6.3

2.8

3.7

1.8

2.4

4.7

2.8

1.7

2.7

0.0

0.7

0.6

0.7

0.0

0.8

0.0

0.0

0.7

6.3

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑥行政は、もっと積極的にまちづくりを推進するべきである（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑦ 住民は、もっと主体的にまちづくりに参加するべきである 

・ 性別にみると、男性では「そう思う」「そう思わない」が、女性では「どちらともいえない」が

多くなっています。 

・ 年代別による傾向に違いはありません。 

 

 

 

⑧ 行政は、まちづくりを進めるのに必要な資金や人材を豊富に抱えている 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 
  

7.7

10.0

5.6

8.1

7.2

5.0

8.7

10.7

4.7

28.6

31.0

27.0

30.2

24.6

24.0

26.6

36.7

37.5

46.6

41.2

51.5

44.4

49.6

51.4

46.2

40.0

46.9

10.2

9.4

10.5

12.1

10.6

11.7

10.4

6.7

4.7

6.3

8.1

4.4

5.2

7.2

7.3

8.1

5.3

1.6

0.7

0.4

0.9

0.0

0.8

0.6

0.0

0.7

4.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑦住民は、もっと主体的にまちづくりに参加するべきである（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答

2.3

1.9

2.4

2.8

1.7

1.7

1.7

3.3

3.1

8.7

9.6

8.2

9.3

9.7

8.9

6.9

6.7

12.5

36.3

33.7

39.0

35.5

36.0

38.5

39.9

30.7

37.5

30.1

31.4

29.2

31.5

29.2

29.1

24.3

40.7

21.9

21.7

22.9

20.1

21.0

22.5

21.2

26.6

18.0

18.8

0.9

0.6

1.1

0.0

0.8

0.6

0.6

0.7

6.3

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑧行政は、まちづくりを進めるのに必要な資金や人材を豊富に抱えてい

る（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑨ まちづくりに関して、住民が努力すればそれだけ成果が上がる 

・ 性別にみると、男性では「そう思わない」が、女性では「どちらともいえない」が多くなって

います。 

・ 年代別にみると、20歳代では「そう思わない」が、40歳代では「あまり思わない」が、60歳代

では「そう思う」「ある程度そう思う」が、70歳以上では「ある程度そう思う」が他の年代と比

べて多くなっています。 

 

 

 

⑩ 他の地区よりも優先して生活環境の整備をしてほしい 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 
  

5.8

7.1

4.5

4.4

3.8

6.7

4.6

10.0

7.8

28.5

29.5

28.5

25.0

24.6

17.9

35.3

38.0

46.9

37.3

33.3

41.0

39.1

38.1

42.5

35.3

32.7

29.7

17.0

17.0

16.5

16.9

21.2

22.9

14.5

12.0

4.7

10.7

12.5

8.7

14.5

11.4

10.1

9.8

6.7

6.3

0.7

0.6

0.7

0.0

0.8

0.0

0.6

0.7

4.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑨まちづくりに関して、住民が努力すればそれだけ成果が上がる（単数回

答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答

11.4

12.7

10.0

10.5

11.9

13.4

12.7

10.0

7.8

16.0

14.3

17.6

20.6

19.1

10.6

17.3

12.0

7.8

52.9

51.8

53.9

46.8

46.6

59.8

50.9

59.3

68.8

12.4

12.5

12.7

14.9

14.0

11.2

12.1

10.0

7.8

6.7

8.3

5.1

7.3

7.6

5.0

6.9

8.0

3.1

0.6

0.4

0.7

0.0

0.8

0.0

0.0

0.7

4.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑩他の地区よりも優先して生活環境の整備をしてほしい（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑪ 自分の居住地区よりも遅れている地区を優先してもよい 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

 

 

 

⑫ 自分の居住地区のまちづくりのために寄付や援助を求められれば協力する 

・ 性別にみると、女性では「どちらともいえない」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、60歳代では「ある程度そう思う」が他の年代と比べて多くなっています。 

 
  

11.9

11.0

12.0

10.9

13.6

13.4

13.9

8.0

7.8

32.7

32.6

33.8

27.4

37.7

29.1

33.5

36.0

34.4

43.8

42.6

44.8

46.0

36.9

47.5

42.2

49.3

42.2

6.1

7.3

5.3

8.9

5.9

5.6

5.8

2.0

7.8

5.1

6.0

3.6

6.9

5.1

4.5

4.6

4.7

3.1

0.5

0.4

0.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

4.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑪自分の居住地区よりも遅れている地区を優先してもよい（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答

4.3

5.6

3.3

4.0

2.5

3.9

5.2

5.3

7.8

26.7

29.1

24.9

22.6

30.1

19.0

26.0

35.3

32.8

40.0

35.3

43.4

41.1

37.3

44.1

36.4

40.0

43.8

15.3

15.4

15.6

16.9

14.0

20.1

17.3

11.3

4.7

13.3

14.1

12.3

15.3

15.3

12.8

15.0

8.0

6.3

0.5

0.4

0.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

4.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑫自分の居住地区のまちづくりのために寄付や援助を求められれば協力

する（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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⑬ 美浜町全体のまちづくりのために寄付や援助を求められれば協力する 

・ 性別にみると、男性では「ある程度そう思う」が、女性では「どちらともいえない」が多くな

っています。 

・ 年代別にみると、60歳代、70歳以上では「そう思わない」が他の年代と比べて少なくなってい

ます。 

 
  

3.4

4.4

2.7

3.2

2.1

4.5

3.5

3.3

6.3

25.5

29.5

22.3

23.0

28.4

17.9

27.2

28.0

34.4

39.4

34.3

43.6

40.7

36.9

43.0

31.8

45.3

40.6

16.5

16.0

17.1

16.5

14.0

19.6

20.8

15.3

9.4

14.7

15.4

13.8

16.5

17.8

15.1

16.8

8.0

4.7

0.5

0.4

0.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0
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全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

(%)

⑬美浜町全体のまちづくりのために寄付や援助を求められれば協力する

（単数回答）

そう思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり思わない そう思わない 不明・無回答
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５．子育て支援のあり方について 

（１）子育ての環境や支援への満足度 

問 22 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度をお答えください。 

・ 『満足』（「満足」「やや満足」の合計）が 17.1%、『不満』（「やや不満」「不満」の合計）が 25.2%

となっています。 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、30歳代では「やや満足」が、60歳代では「ふつう」が他の年代と比べて多く

なっています。 

 
  

3.5

3.1

4.0

2.8

4.7

3.9

3.5

1.3

4.7

3.7

4.0

2.5

3.0

1.8

3.6

13.6

15.2

12.5

10.5

19.1

15.6

12.1

10.7

9.4

10.2

15.1

11.4

11.9

15.4

13.5

55.0

54.9

55.4

57.3

47.0

52.5

55.5

64.0

60.9

55.6

58.8

39.2

60.0

54.4

51.4

16.8

15.0

18.5

16.9

19.1

19.6

19.7

12.0

4.7

16.7

13.8

27.8

12.6

18.3

18.0

8.4

9.1

6.7

10.9

9.3

6.7

6.9

6.0

9.4

10.2

6.3

16.5

8.9

7.7

9.9

2.8

2.7

2.9

1.6

0.8

1.7

2.3

6.0

10.9

3.7

2.0

2.5

3.7

2.4

3.6

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

子育ての環境や支援への満足度（単数回答）

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 不明・無回答
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（２）子どもを安心して育てていくために、今後、特に重要なこと 

問 23 子どもを安心して育てていくために、今後、特に重要なことは何ですか？ 

該当するものすべてに○印をつけてください。 

・ 「行政による子育て支援施策の充実」が最も多く 64.3%、次いで「家庭が責任を持つこと」が

57.5%、「家庭・地域・行政・企業などの連携」が 46.5%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「行政による子育て支援施策の充実」が、30歳代では「行政

による子育て支援施策の充実」「企業による子育て支援対策の充実」が、60 歳代、70 歳以上で

は「地域ぐるみで助け合いや応援」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別にみると、奥田では「企業による子育て支援対策の充実」が多くなっています。 

   

57.5

43.8

42.2

23.5

64.3

28.1

46.5

24.8

5.0

0.0

0 20 40 60 80

家庭が責任を持つこと

地域ぐるみで助け合いや応援

保護者同士の交流や情報交換

子育て支援のＮＰＯなどによる活動

行政による子育て支援施策の充実

企業による子育て支援対策の充実

家庭・地域・行政・企業などの連携

英語教育やスポーツなどの

特色ある学校教育の充実

その他

不明・無回答

(%)

子どもを安心して育てていくために、

今後、特に重要なこと（n=1,053、複数回答）
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家

庭

・

地
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政

・

企

業

な

ど

の

連

携

英

語

教

育

や

ス

ポ

ー

ツ

な
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教

育
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充

実
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他

全体 1,053 57.5 43.8 42.2 23.5 64.3 28.1 46.5 24.8 5.0

男性 481 56.8 46.4 40.5 21.0 65.5 29.7 45.1 24.7 4.8

女性 551 58.4 41.7 43.7 25.6 63.0 26.9 47.9 24.9 4.7

20歳代以下 248 50.0 41.5 37.5 27.8 71.0 32.3 47.6 23.8 5.2

30歳代 236 59.7 38.1 40.3 26.3 72.0 37.7 44.5 30.5 6.8

40歳代 179 58.1 41.3 44.1 18.4 57.5 26.8 42.5 25.7 5.0

50歳代 173 61.3 42.8 39.9 25.4 60.7 22.0 45.1 21.4 4.6

60歳代 150 62.0 53.3 47.3 14.0 56.7 16.7 54.7 22.7 3.3

70歳以上 64 56.3 59.4 53.1 28.1 56.3 25.0 45.3 20.3

布土 108 48.1 34.3 36.1 17.6 53.7 13.0 43.5 17.6 5.6

河和 398 60.1 40.7 40.5 22.9 67.8 29.6 44.0 25.4 4.8

河和南部 79 57.0 48.1 38.0 21.5 69.6 30.4 55.7 22.8 1.3

野間 135 59.3 45.9 43.7 23.7 64.4 32.6 45.9 26.7 3.0

奥田 169 60.4 49.7 49.1 27.2 65.1 34.9 49.7 27.2 5.3

上野間 111 57.7 42.3 44.1 26.1 63.1 23.4 48.6 28.8 8.1



 

60 

６．男女共同参画社会について 

（１）「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について 

問 24 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、どう思いますか。 

・ 『賛成』（「賛成」「どちらかといえば賛成」の合計）が 16.2%、『反対』（「どちらかといえば反対」

「反対」の合計）が 61.1%などとなっています。 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 
  

2.5

3.3

1.8

13.7

14.1

13.1

27.4

26.2

29.2

33.7

31.6

35.4

21.7

23.7

19.6

0.9

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について（単数回答）

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答
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（２）男女の地位の平等について 

問 25 次にあげる分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。それぞれの項目について

該当する番号をお書きください。 

・ 『男性の方が優遇されている』（「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」の合計）について、「⑤政治の場」が最も多く 73.0%、次いで「⑦社会通念・慣

習・しきたりなど」が 65.0%、「②職場」が 53.3%などとなっています。 

・ 『女性の方が優遇されている』（「どちらかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が優

遇されている」の合計）について、「①家庭生活」が最も多く 9.4%、次いで「②職場」「⑥法律

や制度の上」がそれぞれ 5.8%などとなっています。 

・ 「平等」について、「③学校教育」が最も多く 50.5%、次いで「①家庭生活」が 32.3%、「⑥法律

や制度の上」が 29.3%などとなっています。 

 

 

 
  

12.8

19.3

4.7

13.5

40.6

16.9

26.2

18.2

29.1

34.0

9.5

31.1

32.4

23.0

38.8

44.2

32.3

26.2

50.5

24.6

8.2

29.3

11.6

16.4

5.8

4.7

3.0

2.9

0.6

4.1

1.8

2.8

3.6

1.1

0.9

1.1

0.6

1.7

0.8

1.0

15.4

13.9

30.1

25.7

16.7

23.9

19.8

16.6

1.0

0.9

1.1

0.9

0.9

1.0

1.0

0.8

0 20 40 60 80 100

①家庭生活

②職場

③学校教育の場

④地域社会の場

⑤政治の場

⑥法律や制度の上

⑦社会通念・慣習・

しきたりなど

⑧社会全体として

(%)

男女の地位の平等について（単数回答，n=1,053）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

不明・無回答



 

62 

【属性間クロス】 

① 家庭生活 

・ 性別にみると、男性では「平等」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」が、女性では

「男性の方が優遇されている」「わからない」が多くなっています。 

 

 

② 職場 

・ 性別にみると、女性では「わからない」が多くなっています。 

 

 

③ 学校教育の場 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 
  

12.8

6.9

17.4

29.1

27.0

31.0

32.3

39.7

26.5

5.8

8.1

3.8

3.6

4.6

2.4

15.4

12.7

17.8

1.0

1.0

1.1

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
①家庭生活（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

19.3

17.0

20.7

34.0

35.1

33.8

26.2

28.3

24.7

4.7

5.6

4.0

1.1

1.7

0.5

13.9

11.2

15.6

0.9

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
②職場（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

4.7

4.8

4.9

9.5

7.7

11.1

50.5

55.7

46.5

3.0

3.1

3.1

0.9

0.6

0.9

30.1

26.8

32.5

1.1

1.2

1.1

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
③学校教育の場（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない
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④ 地域社会の場 

・ 性別にみると、男性では「平等」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」が、女性では

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が多くなってい

ます。 

 

 

⑤ 政治の場 

 性別にみると、男性では「平等」が、女性では「男性の方が優遇されている」が多くなってい

ます。 

 

 

⑥ 法律や制度の上 

・ 性別にみると、男性では「平等」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」「女性の方が

優遇されている」が、女性では「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」が多くなっています。 

   

13.5

10.8

15.4

31.1

26.4

35.4

24.6

34.3

16.5

2.9

4.2

1.8

1.1

1.2

0.9

25.7

22.0

29.0

0.9

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
④地域社会の場（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

40.6

34.9

45.2

32.4

33.9

31.0

8.2

12.7

4.4

0.6

0.8

0.4

0.6

0.8

0.4

16.7

15.6

18.0

0.9

1.2

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑤政治の場（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

16.9

11.9

20.7

23.0

18.7

26.5

29.3

40.1

20.5

4.1

5.6

2.7

1.7

3.3

0.2

23.9

19.1

28.5

1.0

1.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑥法律や制度の上（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない
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⑦ 社会通念・慣習・しきたりなど 

・ 性別にみると、男性では「平等」が、女性では「男性の方が優遇されている」が多くなってい

ます。 

 

 

 

⑧ 社会全体として 

・ 性別にみると、男性では「平等」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」が、女性では

「男性の方が優遇されている」が多くなっています。 

 

 
  

26.2

21.0

30.3

38.8

41.0

37.4

11.6

16.8

7.1

1.8

1.9

1.6

0.8

1.0

0.5

19.8

17.0

22.1

1.0

1.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑦社会通念・慣習・しきたりなど（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

18.2

14.1

21.4

44.2

41.4

46.8

16.4

23.5

10.3

2.8

4.0

1.5

1.0

1.5

0.7

16.6

14.6

18.7

0.8

1.0

0.5

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑧社会全体として（単数回答）

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない
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（３）男女共同参画社会に関する言葉の認知度 

問 26 次にあげる男女共同参画社会に関する言葉を知っていますか。 

・ 「知っている」について、「⑤ジェンダー」が最も多く 66.6%、次いで「③男女雇用機会均等法」

が 61.8%、「⑥LGBT等性的少数者」が 55.4%などとなっています。 

・ 「知らない」について、「⑦SOGI（ソジ/性的思考・性自認）」が最も多く 70.6%、次いで「⑨ア

ンコンシャス・バイアス」が 66.3%、「①男女共同参画社会基本法」が 41.8%などとなっていま

す。 

 

 
  

26.7

24.8

61.8

24.8

66.6

55.4

9.3

43.3

12.4

30.7

36.6

27.0

35.5

25.4

24.0

19.3

27.9

20.3

41.8

37.9

10.4

38.7

7.2

19.7

70.6

27.7

66.3

0.9

0.8

0.9

1.0

0.9

0.9

0.9

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

①男女共同参画社会基本法

②女子差別撤廃条約

③男女雇用機会均等法

④女性活躍推進法

⑤ジェンダー

⑥LGBT等性的少数者

⑦SOGI（ソジ/性的思考・性自認）

⑧ワーク・ライフ・バランス

⑨アンコンシャス・バイアス

(%)

男女共同参画社会に関する言葉の認知度（n=1,053、単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答
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【属性間クロス】 

① 男女共同参画社会基本法 

・ 性別にみると、男性では「知っている」が、女性では「知らない」が多くなっています。 

 

 

② 女子差別撤廃条約 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 

 

③ 男女雇用機会均等法 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 
  

26.7

31.4

22.5

30.7

30.6

30.5

41.8

37.2

46.1

0.9

0.8

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
①男女共同参画社会基本法（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

24.8

27.4

22.7

36.6

34.1

38.1

37.9

37.6

38.5

0.8

0.8

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
②女子差別撤廃条約（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

61.8

65.3

59.0

27.0

23.5

29.9

10.4

10.2

10.3

0.9

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
③男女雇用機会均等法（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答
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④ 女性活躍推進法 

・ 性別にみると、男性では「知っている」が多くなっています。 

 

 

⑤ ジェンダー 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 

 

 

⑥ LGBT等性的少数者 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 
  

24.8

28.9

21.1

35.5

33.9

36.5

38.7

36.0

41.6

1.0

1.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
④女性活躍推進法（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

66.6

62.8

70.1

25.4

27.9

22.9

7.2

8.1

6.5

0.9

1.2

0.5

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑤ジェンダー（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

55.4

54.1

56.4

24.0

24.5

23.0

19.7

20.2

19.8

0.9

1.2

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑥LGBT等性的少数者（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答
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⑦ SOGI（ソジ/性的指向・性自認） 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

 

 

⑧ ワーク・ライフ・バランス 

・ 性別にみると、男性では「知っている」が、女性では「知らない」が多くなっています。 

 

 

⑨ アンコンシャス・バイアス 

・ 性別にみると、男性では「知っている」「聞いたことがある」が、女性では「知らない」が多く

なっています。 

 
  

9.3

11.0

7.6

19.3

18.3

19.6

70.6

69.6

72.1

0.9

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑦SOGI（ソジ/性的指向・性自認）（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

43.3

47.2

40.3

27.9

27.4

27.6

27.7

24.1

31.2

1.0

1.2

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑧ワーク・ライフ・バランス（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答

12.4

15.2

9.6

20.3

23.1

17.6

66.3

60.7

71.9

0.9

1.0

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

(%)
⑨アンコンシャス・バイアス（単数回答）

知っている 聞いたことがある 知らない 不明・無回答
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７．高齢化社会に対する認識や対応すべき課題について 

（１）高齢者になった時（なる時）、特に不安に感じること 

問 27 あなたが高齢者になった時（なる時）、何に対して特に不安を感じますか？ 

あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

・ 「生活費の確保、年金の支給状況など経済的なこと」が最も多く 83.0%、次いで「自分や配偶者

の健康」が 60.9%、「世話・介護をしてくれる施設や人」が 58.0%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、女性では「生活費の確保、年金の支給状況など経済的なこと」「世話・介護をし

てくれる施設や人」「なんとなく不安」「話し友達が少なくなる」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20 歳代以下では「なんとなく不安」が、30 歳代では「特に不安はない」が、

40歳代では「働く場所」が、50歳代では「自分や配偶者の健康」が、70歳以上では「夫や妻に

先立たれること」「話し友達が少なくなる」が他の年代と比べて多くなっています。 

   

83.0

31.8

58.0

34.5

21.6

60.9

29.3

26.6

21.3

3.1

1.6

0.6

0 20 40 60 80 100

生活費の確保、年金の支給状況など

経済的なこと

働く場所

世話・介護をしてくれる施設や人

生きがい

趣味の活動をできる機会や場所

自分や配偶者の健康

夫や妻に先立たれること

なんとなく不安

話し友達が少なくなる

特に不安はない

その他

不明・無回答

(%)

高齢者になった時（なる時）、特に不安に感じること

（n=1,053、複数回答）
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答

者

数

（

n

）

生

活

費

の

確

保

、

年

金

の

支

給

状

況

な

ど

経

済

的

な

こ

と

働

く

場

所

世

話

・

介

護

を

し

て

く

れ

る

施

設

や

人

生

き

が

い

趣

味

の

活

動

を

で

き

る

機

会

や

場

所

自

分

や

配

偶

者

の

健

康

夫

や

妻

に

先

立

た

れ

る

こ

と

な

ん

と

な

く

不

安

話

し

友

達

が

少

な

く

な

る

特

に

不

安

は

な

い

そ

の

他

全体 1,053 83.0 31.8 58.0 34.5 21.6 60.9 29.3 26.6 21.3 3.1 1.6

男性 481 78.2 31.0 51.6 36.0 22.7 61.3 28.7 22.5 16.6 2.3 2.1

女性 551 87.5 32.5 63.5 33.4 20.7 60.3 29.6 29.4 25.4 3.4 1.1

20歳代以下 248 86.7 33.1 57.3 39.9 26.6 50.4 22.6 35.9 21.8 0.4 1.2

30歳代 236 86.0 36.4 56.4 33.9 22.5 56.8 28.0 19.9 21.6 5.9 2.1

40歳代 179 87.2 41.3 59.2 31.8 18.4 60.3 26.3 31.8 15.6 2.8 1.7

50歳代 173 83.8 35.3 55.5 34.1 16.2 69.4 28.9 22.5 19.1 4.6 0.0

60歳代 150 72.7 15.3 60.7 32.7 22.0 68.0 36.0 22.0 24.7 2.0 2.7

70歳以上 64 68.8 12.5 64.1 29.7 21.9 79.7 54.7 21.9 32.8 3.1 1.6
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（２）これからの高齢者対策として、特に重要と思う分野 

問 28 これからの高齢者対策として、どのような分野が特に重要と思いますか？ 

あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

・ 「後期高齢者医療費の助成など経済的な支援」が最も多く 53.8%、次いで「特別養護老人ホーム

などの入所施設の整備充実」が 49.1%、「健康づくりのための活動」が 46.1%などとなっていま

す。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、女性では「高齢者同士での交流や支援」「高齢者が参加しやすい生涯学習講座」

「健康や福祉サービスに関する相談窓口」「保健師や看護師による巡回相談の充実」「特別養護

老人ホームなどの入所施設の整備充実」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「老人クラブなど、高齢者の仲間づくり」が、30歳代では「老

人クラブなど、高齢者の仲間づくり」「シルバー人材などを利用した活動場所」が他の年代と比

べて多くなっています。 

 
  

46.1

27.7

34.6

53.8

24.6

18.0

29.2

14.5

36.9

32.3

34.1

33.9

49.1

3.3

0.0

0 20 40 60

健康づくりのための活動

老人クラブなど、高齢者の仲間づくり

高齢者同士での交流や支援

後期高齢者医療費の助成など経済的な支援

多世代が交流できる憩いの場づくり

高齢者が参加しやすい生涯学習講座

気軽に参加できるスポーツ・レクリエーション

ボランティア活動の活発化

シルバー人材などを利用した活動場所

企業による再雇用制度などの充実

健康や福祉サービスに関する相談窓口

保健師や看護師による巡回相談の充実

特別養護老人ホームなどの入所施設の整備充実

その他

不明・無回答

(%)

これからの高齢者対策として、特に重要と思う分野

（n=1,053、複数回答）

回

答

者

数

（

n

）

健

康

づ

く

り

の

た

め

の

活

動

老

人

ク

ラ

ブ

な

ど

、

高

齢

者

の

仲

間

づ

く

り

高

齢

者

同

士

で

の

交

流

や

支

援

後

期

高

齢

者

医

療

費

の

助

成

な

ど

経

済

的

な

支

援

多

世

代

が

交

流

で

き

る

憩

い

の

場

づ

く

り

高

齢

者

が

参

加

し

や

す

い

生

涯

学

習

講

座

気

軽

に

参

加

で

き

る

ス

ポ

ー

ツ

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

活

発

化

シ

ル

バ

ー

人

材

な

ど

を

利

用

し

た

活

動

場

所

企

業

に

よ

る

再

雇

用

制

度

な

ど

の

充

実

健

康

や

福

祉

サ

ー

ビ

ス

に

関

す

る

相

談

窓

口

保

健

師

や

看

護

師

に

よ

る

巡

回

相

談

の

充

実

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

な

ど

の

入

所

施

設

の

整

備

充

実

そ

の

他

全体 1,053 46.1 27.7 34.6 53.8 24.6 18.0 29.2 14.5 36.9 32.3 34.1 33.9 49.1 3.3

男性 481 43.9 25.4 31.2 52.2 22.5 14.8 26.6 15.8 37.4 32.0 29.7 28.5 42.6 3.7

女性 551 47.9 29.8 37.6 55.5 26.5 20.7 31.6 13.4 36.5 31.9 37.9 38.7 55.2 2.9

20歳代以下 248 48.8 34.3 34.3 46.0 27.0 15.3 33.1 17.7 37.1 35.5 36.3 32.3 45.6 2.0

30歳代 236 47.9 33.1 40.7 50.0 23.7 15.7 30.1 12.3 50.8 36.4 30.1 35.2 48.3 3.4

40歳代 179 37.4 25.1 29.6 58.7 21.8 17.3 23.5 14.0 37.4 38.5 31.3 37.4 49.2 7.3

50歳代 173 45.7 23.7 31.2 56.1 24.3 20.2 27.2 9.2 38.7 38.7 35.3 35.3 49.1 2.9

60歳代 150 51.3 18.0 33.3 61.3 25.3 24.0 30.7 20.0 22.0 14.7 39.3 28.0 50.7 2.0

70歳以上 64 42.2 25.0 39.1 64.1 26.6 20.3 31.3 12.5 14.1 12.5 34.4 37.5 62.5 0.0
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８．観光振興の方策について 

（１）観光振興について 

問 29 観光の振興についてはどうお考えですか？該当するものすべてに○印をつけてください。 

・ 「自然を生かした体験型・滞在型の観光資源の整備を図る」が最も多く 47.3%、次いで「観光資

源を生かした施設の整備を推進する」が 46.7%、「特産品を開発し、観光振興だけでなく経済の

相乗効果を図る」が 38.8%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別にみると、男性では「訪日外国人観光客（インバウンド）の受入態勢の充実を図る」が多

くなっています。 

・ 年代別による傾向に違いはありません。 

 

  

46.7

33.2

47.3

38.8

15.3

31.6

10.4

4.6

0.0

0 20 40 60

観光資源を生かした

施設の整備を推進する

観光拠点を相互に連携させ、

ネットワーク化を図る

自然を生かした体験型・滞在型の

観光資源の整備を図る

特産品を開発し、観光振興だけでなく

経済の相乗効果を図る

訪日外国人観光客（インバウンド）の

受入態勢の充実を図る

まずは広報・ＰＲ活動を推進し、

観光拠点の宣伝を広く図る

現状のままでよい

その他

不明・無回答

(%)

観光振興について（n=1,053、複数回答）

回

答

者

数

（

n

）

観

光

資

源

を

生

か

し

た

施

設

の

整

備

を

推

進

す

る

観

光

拠

点

を

相

互

に

連

携

さ

せ

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

を

図

る

自

然

を

生

か

し

た

体

験

型

・

滞

在

型

の

観

光

資

源

の

整

備

を

図

る

特

産

品

を

開

発

し

、

観

光

振

興

だ

け

で

な

く

経

済

の

相

乗

効

果

を

図

る

訪

日

外

国

人

観

光

客

（

イ

ン

バ

ウ

ン

ド

）

の

受

入

態

勢

の

充

実

を

図

る

ま

ず

は

広

報

・

Ｐ

Ｒ

活

動

を

推

進

し

、

観

光

拠

点

の

宣

伝

を

広

く

図

る

現

状

の

ま

ま

で

よ

い

そ

の

他

全体 1,053 46.7 33.2 47.3 38.8 15.3 31.6 10.4 4.6

男性 481 49.7 32.6 45.3 41.2 18.5 34.1 10.0 4.8

女性 551 44.1 33.8 48.3 36.7 12.7 29.6 10.5 4.2

20歳代以下 248 50.8 35.1 47.2 37.9 18.5 30.2 9.7 3.2

30歳代 236 46.2 33.1 51.7 37.7 17.4 29.7 11.0 4.2

40歳代 179 44.7 34.6 48.0 39.1 17.3 29.6 8.4 3.4

50歳代 173 48.6 32.9 43.9 42.2 12.1 32.9 11.6 6.4

60歳代 150 45.3 35.3 44.0 40.0 11.3 36.0 9.3 6.7

70歳以上 64 35.9 18.8 46.9 32.8 7.8 35.9 15.6 3.1
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９．美浜町が運行している巡回バスの利用について 

（１）巡回ミニバスの利用状況 

問 30 あなたは、巡回ミニバスを利用していますか？ 

・ 「利用していない」が最も多く 83.2%、次いで「利用していたが、やめた」が 8.5%、「利用して

いる（月 1回以上）」が 4.4%などとなっています。 

・ 性別、居住地区別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「利用していたが、やめた」「巡回ミニバスを知らない」が、

50歳代、60歳代では「利用していない」が、70歳以上では「利用している（月 1回以上）」が

他の年代と比べて多くなっています。 

 

 
  

4.4

3.5

5.3

4.4

4.7

2.2

5.2

3.3
9.4

2.8

4.3

6.3

6.7

3.0

3.6

8.5

7.3

9.3

22.2

5.5

5.6

3.5

2.0

3.1

6.5

8.5

12.7

10.4

6.5

8.1

83.2

84.6

82.0

65.3

86.4

88.8

90.8

92.7

82.8

86.1

84.7

77.2

77.8

83.4

86.5

2.8

3.3

2.5

7.3

2.1

3.4

0.0

0.7

0.0

1.9

2.0

1.3

3.7

6.5

0.9

1.1

1.2

0.9

0.8

1.3

0.0

0.6

1.3

4.7

2.8

0.5

2.5

1.5

0.6

0.9

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=248）

30歳代

（n=236）

40歳代

（n=179）

50歳代

（n=173）

60歳代

（n=150）

70歳以上

（n=64）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)

巡回ミニバスの利用状況（単数回答）

利用している（月1回以上） 利用していたが、やめた

利用していない 巡回ミニバスを知らない

不明・無回答
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（２）巡回ミニバスを利用していない理由 

問 31 問 30 で「2.利用していたが、やめた」「3.利用していない」と回答された方にお尋ねします。 

あなたが巡回ミニバスを利用していない理由すべてに○印をつけてください。 

・ 「自家用車（送迎含む）を利用している」が最も多く 89.6%、次いで「運行便数が少ない」が

13.6%、「運行時間、路線が分からない（乗り方を知らない）」が 12.8%などとなっています。 

 

【属性間クロス】 

・ 性別による傾向に違いはありません。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「運行便数が少ない」「「ちょうどよい時間帯に運行していな

い」が、60歳代では「自家用車（送迎含む）を利用している」が他の年代と比べて多くなって

います。 

・ 居住地区別にみると、布土、奥田では「終発時間が早い」が他の地区と比べて多くなっていま

す。 

   

89.6

9.3

13.6

5.2

12.3

5.2

5.0

12.8

4.0

0 20 40 60 80 100

自家用車（送迎含む）を利用している

自宅や目的地近くにバス停がない、遠い

運行便数が少ない

終発時間が早い

ちょうどよい時間帯に運行していない

目的地までの所要時間が長い

他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

運行時間、路線が分からない

（乗り方を知らない）

その他

(%)

巡回ミニバスを利用していない理由

（複数回答, n=965）

回

答

者

数

（

n

）

自

家

用

車

（

送

迎

含

む

）

を

利

用

し

て

い

る

自

宅

や

目

的

地

近

く

に

バ

ス

停

が

な

い

、

遠

い

運

行

便

数

が

少

な

い

終

発

時

間

が

早

い

ち

ょ

う

ど

よ

い

時

間

帯

に

運

行

し

て

い

な

い

目

的

地

ま

で

の

所

要

時

間

が

長

い

他

の

公

共

交

通

機

関

と

の

乗

り

継

ぎ

が

不

便

運

行

時

間

、

路

線

が

分

か

ら

な

い

（

乗

り

方

を

知

ら

な

い

）

そ

の

他

全体 965 89.6 9.3 13.6 5.2 12.3 5.2 5.0 12.8 4.0

男性 442 88.7 9.3 12.9 6.3 10.9 4.3 4.5 14.5 4.5

女性 503 90.3 9.3 13.9 4.2 12.9 5.8 5.2 11.3 3.6

20歳代以下 217 80.2 10.6 19.4 8.8 21.2 7.4 6.5 10.1 5.5

30歳代 217 90.8 10.1 13.4 4.6 12.9 4.6 6.9 14.3 5.1

40歳代 169 92.9 8.3 11.8 3.6 9.5 6.5 2.4 13.6 2.4

50歳代 163 91.4 11.0 8.0 4.3 7.4 3.7 4.3 12.3 3.7

60歳代 142 94.4 7.0 11.3 4.2 9.2 3.5 3.5 14.1 3.5

70歳以上 55 94.5 5.5 20.0 3.6 7.3 3.6 5.5 14.5 1.8

布土 100 92.0 7.0 13.0 11.0 13.0 4.0 5.0 9.0 7.0

河和 371 90.0 11.9 10.8 2.7 10.0 4.3 3.0 13.2 4.0

河和南部 71 93.0 11.3 18.3 4.2 14.1 11.3 4.2 7.0 2.8

野間 119 92.4 9.2 13.4 5.9 16.0 6.7 5.0 12.6 1.7

奥田 152 86.2 8.6 15.1 8.6 13.2 3.9 7.2 17.1 2.6

上野間 105 88.6 2.9 13.3 3.8 12.4 5.7 3.8 15.2 6.7
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（３）巡回ミニバスの利用目的 

問 32 問 30 で「1.利用している（月 1回以上）」「2.利用していたが、やめた」と回答された方にお

尋ねします。あなたはどのような目的で巡回ミニバスを利用していますか。また、利用して

いましたか。 

・ 「買い物・私用」が最も多く 63.7%、次いで「通勤・通学」が 10.4%、「通院」が 7.4%などとな

っています。 

・ 性別、年代別による傾向に違いはありません。 

・ 居住地区別にみると、奥田では「通院」が、上野間では「買い物・私用」が他の地区と比べて

多くなっています。 
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0.0
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0.0
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13.0

6.3

0.0

8.1

7.7

8.8

6.1

4.2

0.0

20.0

12.5

25.0

0.0

5.9

6.7

21.7

6.3

7.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=135）

男性

（n=52）

女性

（n=80）

20歳代以下

（n=66）

30歳代

（n=24）

40歳代

（n=14）

50歳代

（n=16）

60歳代

（n=8）

70歳以上

（n=8）

布土

（n=10）

河和

（n=51）

河和南部

（n=15）

野間

（n=23）

奥田

（n=16）

上野間

（n=13）

(%)

巡回ミニバスの利用目的（単数回答）

通勤・通学 買い物・私用 通院 その他 不明・無回答
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10．生涯学習活動について 

（１）生涯学習の振興について 

問 33 生涯学習の振興についてはどうお考えですか？該当するものすべてに○印をつけてくださ

い。 

・ 「活動できる施設を整備する」が最も多く 38.4%、次いで「学校の空き教室やグラウンド・体育

館等、既存施設を活用する」が 37.8%、「利用料をできるだけ軽減し、利用時間を延長するなど

利便性を向上させる」が 32.4%などとなっています。 
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25.0

37.8

21.9

18.8

20.6

23.9

3.3

0.0

0 10 20 30 40 50

活動できる施設を整備する

講師や指導者を招いたり、養成したりする

幅広いニーズに応えられるよう、

初心者から高度な内容まで多様な内容を用意する

利用料をできるだけ軽減し、利用時間を延長するなど

利便性を向上させる

施設の予約をしやすくする

託児所の整備や講座に託児サービスなどを併設し 

女性が参加しやすい環境をつくる

学校の空き教室やグラウンド・体育館等、

既存施設を活用する

図書館や各種生涯学習講座などを

もっと利用しやすくする

身につけた技術や知識などを、子どもの指導や

ボランティア等に生かせる場を整備する

気軽に相談できる窓口の整備や情報提供を充実する

同じ興味や趣味を持った仲間づくりを支援する

その他

不明・無回答

(%)

生涯学習の振興について（n=1,053、複数回答）
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【属性間クロス】 

・ 性別にみると、女性では「託児所の整備や講座に託児サービスなどを併設し､女性が参加しやす

い環境をつくる」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、20歳代以下では「活動できる施設を整備する」が、30歳代では「講師や指導

者を招いたり、養成したりする」「託児所の整備や講座に託児サービスなどを併設し､女性が参

加しやすい環境をつくる」が、40歳代では「講師や指導者を招いたり、養成したりする」が他

の年代と比べて多くなっています。 
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全体 1,053 38.4 18.1 27.9 32.4 24.0 25.0 37.8 21.9 18.8 20.6 23.9 3.3

男性 481 40.1 17.9 26.6 30.4 21.6 18.5 39.7 19.5 19.8 19.5 25.2 2.3

女性 551 37.6 18.3 29.4 34.3 26.1 30.3 36.1 23.8 17.6 21.1 22.9 4.2

20歳代以下 248 46.0 14.1 29.0 29.4 28.2 27.4 41.1 21.0 20.6 21.0 25.0 2.8

30歳代 236 41.5 22.5 32.2 34.7 28.0 35.6 40.7 23.7 19.9 17.4 22.0 3.4

40歳代 179 38.0 23.5 26.3 33.0 25.1 22.9 36.9 22.3 17.9 22.3 26.3 2.8

50歳代 173 24.9 15.6 30.1 34.1 22.0 19.1 35.3 25.4 17.9 23.1 20.2 4.0

60歳代 150 37.3 17.3 24.7 31.3 16.0 14.7 33.3 19.3 16.7 18.7 24.7 4.7

70歳以上 64 35.9 10.9 14.1 31.3 12.5 21.9 34.4 15.6 15.6 23.4 29.7 1.6
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11．これからの美浜町のまちづくりについて 

（１）人口減少時代の美浜町について 

問 34 現在、美浜町の人口は減少傾向にあります。我が国全体が人口減少時代を迎える中で、今後、

町の人口とまちづくりはどう考えていけばよいと思われますか？もっとも近い考え方を１つ

だけ選んでください。 

・ 「人口の増減を気にするよりも、住みやすいまちづくりを進めるべきだ」が最も多く 56.6%、次

いで「人口が減ると町の活気が失われるので、積極的に人口を増やす対策を講じるべきだ」が

22.9%、「人口減少は国全体の傾向だから、人口減少しても元気なまちをめざすべきだ」が 15.9%

などとなっています。 

・ 性別にみると、男性では「人口が減ると町の活気が失われるので、積極的に人口を増やす対策

を講じるべきだ」が、女性では「人口の増減を気にするよりも、住みやすいまちづくりを進め

るべきだ」が多くなっています。 

・ 年代別、居住地区別による傾向に違いはありません。 
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1.7
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6.3

1.9

1.8

1.3

0.7

1.2

2.7

0 20 40 60 80 100

全体（n=1,053）

男性

（n=481）

女性

（n=551）

20歳代以下

（n=95）

30歳代

（n=161）

40歳代

（n=127）

50歳代

（n=125）

60歳代

（n=108）

70歳以上

（n=41）

布土

（n=108）

河和

（n=398）

河和南部

（n=79）

野間

（n=135）

奥田

（n=169）

上野間

（n=111）

(%)
人口減少時代の美浜町について（単数回答）

人口減少は国全体の傾向だから、人口減少しても元気なまちをめざすべきだ

人口が減ると町の活気が失われるので、積極的に人口を増やす対策を講じるべきだ

人口の増減を気にするよりも、住みやすいまちづくりを進めるべきだ

その他

不明・無回答
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【定住意向別クロス】 

・ 定住意向別による傾向に違いはありません。 

 

（２）人口減少に対して、特に重要だと思う対策 

問 35 今後とも町の活力を維持し、大幅に人口が減少することがないようにするためには、どのよ

うな対策が特に重要だと思われますか？該当するものすべてに○印をつけてください。 

・ 「安全に、安心して子育てができる環境を整備する」が最も多く 62.1%、次いで「安全な生活道

路の整備、公共交通（バス）の充実を進め、便利なまちをめざす」が 45.2%、「工場などの企業

誘致によって、町内での雇用の場を積極的に確保する」が 44.4%などとなっています。 
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できるだけ住み続けたい

（n=431）

当分住み続けたい

（n=321）

できれば転出したい

（n=206）

住みにくいので

近々転出する予定

（n=19）

仕事や学校の関係で

転出する予定

（n=54）

(%)

人口減少時代の美浜町について（単数回答）

人口減少は国全体の傾向だから、人口減少しても元気なまちをめざすべきだ

人口が減ると町の活気が失われるので、積極的に人口を増やす対策を講じるべきだ

人口の増減を気にするよりも、住みやすいまちづくりを進めるべきだ

その他

不明・無回答
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34.9

10.2

16.4

36.3

43.4

62.1

34.5

23.5

45.2

36.2

1.3

5.7

1.5

0 20 40 60 80

工場などの企業誘致によって、

町内での雇用の場を積極的に確保する

観光に力を入れ、関連する産業の振興を通じて、

雇用の場を確保する

訪日外国人観光客（インバウンド）を誘致し、

地域経済の活性化をめざす

スポーツ交流施設の充実を図り、町民の健康増進や

町を訪れる人（交流人口）の増加をめざす

駅前の再開発を進め、

にぎやかなまちづくりをめざす

医療施設の整備や福祉サービスの充実を通じて、

高齢者が安心して暮らせるまちをめざす

安全に、安心して子育てができる環境を整備する

子どもに対する教育に力を入れる

町外から新規就農者を積極的に

受け入れられるような体制を整備する

安全な生活道路の整備、公共交通（バス）の充実を進め、

便利なまちをめざす

住宅地を整備し、町外からの転入や

若者の定住促進を積極的に進める

このままの町でよく、特に新たな施策は必要ない

その他

不明・無回答

(%)

人口減少に対して、特に重要だと思う対策（n=1,053、複数回答）
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【属性間クロス】 

・ 性別にみると、男性では「工場などの企業誘致によって、町内での雇用の場を積極的に確保す

る」「訪日外国人観光客（インバウンド）を誘致し、地域経済の活性化をめざす」が、女性では

「医療施設の整備や福祉サービスの充実を通じて、高齢者が安心して暮らせるまちをめざす」

「安全に、安心して子育てができる環境を整備する」「安全な生活道路の整備、公共交通（バス）

の充実を進め、便利なまちをめざす」が多くなっています。 

・ 年代別にみると、30歳代では「安全に、安心して子育てができる環境を整備する」「子どもに対

する教育に力を入れる」が、50歳代、70歳以上では「医療施設の整備や福祉サービスの充実を

通じて、高齢者が安心して暮らせるまちをめざす」「町外から新規就農者を積極的に受け入れら

れるような体制を整備する」が、60歳代では「スポーツ交流施設の充実を図り、町民の健康増

進や町を訪れる人（交流人口）の増加をめざす」が他の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別にみると、河和では「安全に、安心して子育てができる環境を整備する」が、野間

では「町外から新規就農者を積極的に受け入れられるような体制を整備する」が、上野間では

「訪日外国人観光客（インバウンド）を誘致し、地域経済の活性化をめざす」が他の地区と比

べて多くなっています。 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「医療施設の整備や福祉サービスの充実

を通じて、高齢者が安心して暮らせるまちをめざす」「安全に、安心して子育てができる環境を

整備する」が多くなっています。 
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若
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策
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全体 1,053 44.4 34.9 10.2 16.4 36.3 43.4 62.1 34.5 23.5 45.2 36.2 1.3 5.7

男性 481 50.1 36.6 12.7 16.0 34.3 38.5 58.2 35.1 25.8 41.6 37.6 1.7 5.4

女性 551 39.9 33.6 8.0 16.7 37.9 48.1 65.5 33.8 21.6 48.1 34.7 1.1 5.4

20歳代以下 248 40.7 33.5 11.7 14.9 39.5 33.1 64.5 39.1 17.3 46.8 34.7 2.0 6.0

30歳代 236 44.1 35.2 11.4 11.9 38.1 39.8 70.8 45.8 25.8 41.5 37.7 1.3 7.2

40歳代 179 50.3 33.5 14.0 14.5 39.1 43.6 62.0 31.8 16.8 49.7 36.3 1.7 4.5

50歳代 173 43.4 38.2 8.1 20.2 29.5 53.8 54.9 31.8 30.6 44.5 31.8 0.6 5.8

60歳代 150 45.3 36.7 5.3 23.3 31.3 45.3 58.7 20.7 25.3 44.0 41.3 0.7 4.7

70歳以上 64 46.9 31.3 6.3 18.8 39.1 64.1 50.0 21.9 34.4 45.3 37.5 1.6 3.1

布土 108 38.0 25.9 11.1 14.8 34.3 46.3 52.8 29.6 25.9 43.5 35.2 1.9 7.4

河和 398 47.5 34.9 6.3 14.1 37.4 44.2 67.6 36.7 22.9 44.0 37.9 1.5 4.0

河和南部 79 45.6 34.2 8.9 12.7 36.7 39.2 57.0 38.0 20.3 46.8 34.2 1.3 3.8

野間 135 44.4 42.2 14.8 14.8 34.1 39.3 59.3 32.6 35.6 47.4 40.7 1.5 5.9

奥田 169 43.8 37.3 9.5 23.1 43.2 45.6 65.7 34.3 23.1 49.1 34.9 1.2 6.5

上野間 111 41.4 31.5 17.1 18.0 27.0 43.2 56.8 35.1 12.6 35.1 32.4 0.9 8.1

できるだけ住み続けたい 431 47.3 35.3 9.3 19.0 36.4 48.3 67.1 36.7 24.8 46.6 39.4 0.9 6.5

当分住み続けたい 321 41.4 33.0 8.7 17.1 34.6 40.2 60.1 32.4 22.7 42.4 33.0 1.6 5.3

できれば転出したい 206 46.6 36.4 13.6 11.2 36.9 44.2 56.8 31.6 23.8 46.6 36.9 1.0 4.9

住みにくいので近々転出する予定 19 57.9 42.1 15.8 15.8 42.1 26.3 42.1 21.1 15.8 47.4 47.4 0.0 5.3

仕事や学校の関係で転出する予定 54 33.3 40.7 13.0 16.7 37.0 27.8 68.5 50.0 18.5 50.0 33.3 3.7 5.6
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（３）美浜町のこれからの町の姿として、ふさわしいイメージ 

問 36 あなたは、美浜町のこれからの町の姿として､どのようなイメージがふさわしいとお考えです

か？該当するものすべてに○印をつけてください。 

・ 「子どもを安心して育てることのできるまち」が最も多く 62.4%、次いで「穏やかな自然と共生

したまち」が 59.9%、「買い物や医療など日常生活の利便性が高いまち」が 55.8%などとなって

います。 

 

 
  

59.9

33.9

55.8

27.6

34.9

62.4

18.7

7.4

16.8

14.2

20.8

12.2

14.2

45.0

38.7

32.8

20.9

0.0

0 20 40 60 80

穏やかな自然と共生したまち

公共施設や道路などが整備された機能的なまち

買い物や医療など日常生活の利便性が高いまち

農業や水産業が元気なまち

高齢者が生き生きと暮らせるまち

子どもを安心して育てることのできるまち

地域の人々の交流やコミュニケーションが盛んなまち

国際交流が盛んなまち

地域の歴史や伝統、文化を大切にしたまち

住宅地整備を進めるまち

観光・レクリエーション施設を整備し、

多くの来訪客を迎えるまち

生涯学習やスポーツ活動の盛んなまち

自然エネルギーの活用や廃棄物のリサイクルなどを

通じた循環型のまち

犯罪や交通事故の心配のないまち

津波による浸水や高潮の心配のないまち

財政基盤がしっかりしたまち

行政と町民とが役割分担をしながら、

共にまちづくりを進めるまち

不明・無回答

(%)

美浜町のこれからの町の姿として、ふさわしいイメージ

（n=1,053、複数回答）
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【属性間クロス】 

・ 性別にみると、男性では「公共施設や道路などが整備された機能的なまち」が、女性では「高

齢者が生き生きと暮らせるまち」「津波による浸水や高潮の心配のないまち」が多くなっていま

す。 

・ 年代別にみると、20歳代では「国際交流が盛んなまち」が、30歳代では「子どもを安心して育

てることのできるまち」が、60歳代では「高齢者が生き生きと暮らせるまち」が、70歳以上で

は「買い物や医療など日常生活の利便性が高いまち」「高齢者が生き生きと暮らせるまち」が他

の年代と比べて多くなっています。 

・ 居住地区別にみると、野間では「国際交流が盛んなまち」「地域の歴史や伝統、文化を大切にし

たまち」が、奥田では「公共施設や道路などが整備された機能的なまち」が他の地区と比べて

多くなっています。 

・ 定住意向別にみると、「できるだけ住み続けたい」では「高齢者が生き生きと暮らせるまち」「子

どもを安心して育てることのできるまち」「地域の人々の交流やコミュニケーションが盛んなま

ち」「地域の歴史や伝統、文化を大切にしたまち」が、「できれば転出したい」では「住宅地整

備を進めるまち」が、「住みにくいので近々転出する予定」「仕事や学校の関係で転出する予定」

では「国際交流が盛んなまち」が多くなっています。 
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回

答

者

数

（

n

）

穏

や

か

な

自

然

と

共

生

し

た

ま

ち

公

共

施

設

や

道

路

な

ど

が

整

備

さ

れ

た

機

能

的

な

ま

ち

買

い

物

や

医

療

な

ど

日

常

生

活

の

利

便

性

が

高

い

ま

ち

農

業

や

水

産

業

が

元

気

な

ま

ち

高

齢

者

が

生

き

生

き

と

暮

ら

せ

る

ま

ち

子

ど

も

を

安

心

し

て

育

て

る

こ

と

の

で

き

る

ま

ち

地

域

の

人

々

の

交

流

や

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

盛

ん

な

ま

ち

国

際

交

流

が

盛

ん

な

ま

ち

地

域

の

歴

史

や

伝

統

、

文

化

を

大

切

に

し

た

ま

ち

全体 1,053 59.9 33.9 55.8 27.6 34.9 62.4 18.7 7.4 16.8

男性 481 60.3 37.2 54.1 26.2 30.4 61.5 16.6 7.7 17.5

女性 551 60.6 31.0 57.7 29.4 39.2 63.2 20.5 7.1 16.5

20歳代以下 248 61.7 39.5 51.6 25.8 28.2 63.7 20.6 11.3 20.2

30歳代 236 62.3 32.2 50.8 31.8 27.5 70.8 16.9 8.1 17.4

40歳代 179 56.4 31.3 59.2 25.1 34.1 59.8 13.4 8.4 11.7

50歳代 173 59.0 32.9 59.0 26.6 39.9 57.8 19.1 4.6 14.5

60歳代 150 59.3 33.3 54.7 26.0 45.3 56.7 23.3 2.7 15.3

70歳以上 64 59.4 31.3 76.6 34.4 53.1 60.9 18.8 6.3 26.6

布土 108 55.6 35.2 55.6 24.1 32.4 60.2 14.8 4.6 13.0

河和 398 57.0 33.2 53.0 25.1 34.7 64.8 17.6 5.5 15.1

河和南部 79 59.5 27.8 54.4 35.4 35.4 57.0 17.7 6.3 16.5

野間 135 68.1 31.9 58.5 34.8 38.5 62.2 17.8 14.8 31.1

奥田 169 61.5 42.6 59.2 27.2 34.9 65.1 22.5 10.1 13.6

上野間 111 60.4 24.3 55.0 26.1 29.7 57.7 20.7 5.4 13.5

できるだけ住み続けたい 431 62.9 37.1 57.3 31.3 40.6 70.5 22.3 6.5 20.9

当分住み続けたい 321 59.2 30.2 50.8 25.9 35.8 57.9 17.1 5.6 12.8

できれば転出したい 206 54.4 34.0 62.1 23.3 25.2 52.4 12.6 8.7 13.1

住みにくいので近々転出する予定 19 47.4 26.3 52.6 21.1 5.3 47.4 21.1 21.1 21.1

仕事や学校の関係で転出する予定 54 63.0 33.3 51.9 29.6 33.3 70.4 25.9 16.7 24.1

回

答

者

数

（

n

）

住

宅

地

整

備

を

進

め

る

ま

ち

観

光

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

施

設

を

整

備

し

、

多

く

の

来

訪

客

を

迎

え

る

ま

ち

生

涯

学

習

や

ス

ポ

ー

ツ

活

動

の

盛

ん

な

ま

ち

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

活

用

や

廃

棄

物

の

リ

サ

イ

ク

ル

な

ど

を

通

じ

た

循

環

型

の

ま

ち

犯

罪

や

交

通

事

故

の

心

配

の

な

い

ま

ち

津

波

に

よ

る

浸

水

や

高

潮

の

心

配

の

な

い

ま

ち

財

政

基

盤

が

し

っ

か

り

し

た

ま

ち

行

政

と

町

民

と

が

役

割

分

担

を

し

な

が

ら

、

共

に

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

る

ま

ち

全体 1,053 14.2 20.8 12.2 14.2 45.0 38.7 32.8 20.9

男性 481 15.6 21.4 11.4 14.1 43.7 32.8 34.9 20.8

女性 551 12.9 20.7 12.7 14.9 45.7 43.4 30.3 21.1

20歳代以下 248 16.9 22.6 10.9 14.1 44.8 42.3 29.4 16.5

30歳代 236 14.4 20.8 11.0 12.3 44.5 38.1 30.5 15.3

40歳代 179 12.3 23.5 12.8 12.8 45.3 36.3 31.8 15.1

50歳代 173 12.1 20.8 12.7 13.3 43.9 36.4 31.2 24.3

60歳代 150 15.3 20.0 12.7 16.0 44.7 38.7 38.7 31.3

70歳以上 64 10.9 9.4 17.2 25.0 50.0 40.6 45.3 42.2

布土 108 14.8 19.4 8.3 13.9 40.7 34.3 38.0 17.6

河和 398 13.6 19.3 11.8 15.3 44.2 35.2 32.2 20.1

河和南部 79 8.9 16.5 8.9 13.9 44.3 48.1 24.1 25.3

野間 135 14.8 25.2 16.3 16.3 50.4 40.7 36.3 25.2

奥田 169 16.6 24.3 16.0 11.8 43.2 45.6 30.8 20.1

上野間 111 12.6 18.9 8.1 10.8 37.8 35.1 29.7 20.7

できるだけ住み続けたい 431 13.9 19.7 14.6 15.5 48.3 39.7 35.3 28.5

当分住み続けたい 321 10.3 19.9 12.5 13.7 44.9 33.3 28.0 16.8

できれば転出したい 206 21.4 23.3 7.8 12.1 41.3 44.2 36.9 14.1

住みにくいので近々転出する予定 19 21.1 31.6 10.5 5.3 42.1 42.1 31.6 15.8

仕事や学校の関係で転出する予定 54 14.8 24.1 13.0 16.7 35.2 40.7 27.8 18.5
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（４）自由記述 

今後の美浜町のまちづくりに対してご意見があれば、ご自由にお書きください。 

・ 延べ 470件の回答があり、主な意見の関連分野は以下のとおりです。 

 
・ 公共交通機関 ............................................................. 69件 

・ 子育て環境 ............................................................... 43件 

・ 教育 ..................................................................... 35件 

・ 自然環境 ................................................................. 30件 

・ 行政 ..................................................................... 30件 

・ 財政 ..................................................................... 28件 

・ 防犯や防災 ............................................................... 27件 

・ 道路 ..................................................................... 25件 

・ 買い物など商業 ........................................................... 22件 

・ 工業など産業 ............................................................. 22件 

・ 医療 ..................................................................... 18件 

・ 定住や移住 ............................................................... 14件 

・ コミュニティ ............................................................. 14件 

・ まちづくり全般 ........................................................... 13件 

・ 空き家 ................................................................... 13件 

・ スポーツ ................................................................. 12件 

・ 悪臭などの環境問題 ....................................................... 10件 

・ 福祉 ...................................................................... 9件 

・ 農業 ...................................................................... 7件 

・ アンケート調査に関する意見 ............................................... 13件 

・ その他 ................................................................... 16件 
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